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「マーガレット募金」及び「創立125周年記念事業募金」を以下のとおり実施させていただいております。ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼
申し上げます。今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之　　125周年募金委員会委員長　速水　俊裕

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

❶お振込（郵便局または銀行窓口）

❹インターネットから申込の場合

❷ 郵送（現金書留）またはご持参 ❸自動振替での継続
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合せください。

クレジットカード決済となります。
ホームページ上の入力フォームに必要事項を入力の上、ご送信ください。 マーガレット募金

インターネット
申込入力フォーム

創立125周年記念事業募金
インターネット
申込入力フォーム

●お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課
〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1　TEL:042-747-9173　FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp

●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先
相模女子大学・相模女子大学短期大学部　大学事務部　学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

創立125周年記念事業募金

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用
させていただいております。

本学園の継続的な発展を目的とし、平成20年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」より
ご支援先を指定いただくことができ、また、「目的を指定しないご寄付」もお受け
しております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」
「幼稚部」と支援対象をより細かく指定することができます。
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同窓会だより／ご寄付のお願い

同窓会
だより
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「相模女子大学短期大学部です…。」
卒業直後の私は、この言葉に自信も誇りも持つことができず、うつ

むき加減で口にしていました。当時はバブルに向かい日本中が浮かれ
ていた時期。女子短大生の評価基準は、服装の華やかさ、合同コンパ
へのお誘いの数、ライトな勉強ぶりなどであり、相女カラーとはかけ
離れていました。

ここで、当時の短期大学部国文科教育についてお話しさせていただ
きます。大学のようなゼミ論必須、演劇論では戯曲の創作、近代文学
は新派観劇の感想文…。他校とはかなり違いました。「相女の国文科
は、我が国において屈指の歴史を持つ」と言われている意味が解りま
した。在学中の思い出は、図書館に缶詰めになり、空き時間も惜しみ
レポートを書いていたことばかりです。友達との挨拶は「書けた?」
「まだ」。当時は、インターネットもなく、調べる手段は文献しかあり
ません。母校は古い蔵書が残っていることで有名でした。助かった反
面、量が多すぎて情報選択とその整理に苦戦しました。文学部という
と、感性の学びととらえがちですが、論理思考のトレーニングの日々。
このおかげで、社会人になり、民間企業で企画書の作成、大学院に進
み数多の論文を執筆、会社を設立して事業計画書を作成など、多様な

「書く」というハードルを越えることができました。
バブル期初期の華やかな短大生活のお話を…と考えましたが、あり

ませんでした。他校との交流は地味なものばかり。私はいつも事務
局・企画係でした。東大釣り部と駒場祭(文化祭)でタイ焼き屋。お客
様は子供と中高年の女性ばかり。東海大とのバードウォッチングは事
務局の男子学生が素敵で期待しましたが、ボーイスカウトのボランテ
ィアも兼ねていたため、子どもたちがゾロゾロとついてきて、男女の出
会いというにはほど遠いものでした。そのうちクラスメイトからは「何
か、やってよ」が私に対する挨拶となりました。では…と、相模大野の
居酒屋ガクさんで、担任の先生も交えたクラス会を企画。病欠1名の
ほか全員参加の大盛会となりました。

閑話休題。今、多くの高等教育が「資格取得」「即戦力」等実学に
力を注いでいますが、私が受けた相女教育は、少し違い「考え方」「教
養」に軸が置かれていました。国際的な活躍が求められ、高齢社会を
生きなくてはならない今、この二つは重要な要素であり、継承したい
です。

「相模女子大学短期大学部の教育を受けました」
皆様とともに胸を張って声に致したく、筆をおかせていただきます。

「相女教育」が創った思い出と、
未来を生きる自信
﨑山みゆき（昭和 58 年 短期大学部国文科卒業）

アウトドア同好会　釣り大会
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本学園は、2025 年に創立 125 周年を迎えます。
相模女子大学創立 125 周年記念事業は、「女性の活躍を支援し、地域
とともに発展する『開かれた学園』へ」というコンセプトを掲げ、「学園
キャンパス整備事業」「周年誌編纂・学園アーカイブ室設置事業」「式
典・広報事業」の三事業を実施する計画を進めております。
皆様からいただきましたご支援は、この三事業による地域の活性化と
本学園の更なる発展に有効に活用させていただきます。

マーガレット募金

提供：フォトライフ

お申込方法
（個人の場合）

地域貢献 … 2～4



メニュー：『夏やあさいたっぷりアツカレー』
『ぽてさらちゃん（ポテトサラダ）』
『Moomooゼリー（牛乳ゼリー）』
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携
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ク
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携
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Ａ

【
食
物
栄
養
学
科
】

ぴ
よ
に
わ
子
ど
も
食
堂

活
動
報
告

3　Campus News vol.179 Campus News vol.179　2

地
域
貢
献

特集1
〈特集1〉地域貢献〈特集1〉地域貢献

　
ぴ
よ
に
わ
子
ど
も
食
堂
は
、

約
6
年
間
取
り
組
ん
で
い
る
地

域
貢
献
活
動
で
す
。
授
業
の
あ

る
期
間
に
月
１
回
、
相
模
大
野

駅
に
近
い
「
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ

さ
が
み
は
ら
」
で
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
誰
で
も
来
て
も
ら
え

る
食
堂
を
、
食
物
栄
養
学
科
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
と
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。
学
生
が
栄
養
バ

ラ
ン
ス
や
季
節
感
を
考
え
て
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
で
あ
い
の

和
」
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
調

理
し
て
い
ま
す
。
J
A
相
模
原

市
様
か
ら
相
模
原
市
産
の
旬
の

野
菜
を
配
送
支
援
い
た
だ
き
、

食
育
と
し
て
地
産
地
消
の
食
材

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
ぴ
よ
に
わ
」
と
は
、
ヒ
ヨ
コ

（
子
ど
も
た
ち
）
の
ぴ
よ
ぴ
よ

と
、
ニ
ワ
ト
リ
（
お
と
な
た
ち
）

が
家
の
庭
で
楽
し
く
集
う
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
学
生
た
ち
が

名
付
け
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は

参
加
者
の
方
々
に
食
事
の
感
想

を
聞
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に

食
育
ク
イ
ズ
を
出
し
た
り
と
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
は
か
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん

が
夕
食
の
ひ
と
と
き
を
一
緒
に

楽
し
く
過
ご
せ
る
ス
テ
キ
な
食

堂
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

C
E
M
L
A
ス
ク
ー
ル
は
外
国
に
つ
な
が
り
の
あ
る
中
学

生
や
高
校
生
な
ど
若
者
が
日
本
語
や
教
科
の
勉
強
を
す
る
場

で
す
。
本
学
と
県
立
高
校
９
校
、
そ
し
て
認
定
N
P
O
法
人

多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
が
協
働
で
運
営

し
、
学
習
支
援
教
室
・
教
育
相
談
・
情
報
提
供
を
３
つ
の
柱
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

C
E
M
L
A
ス
ク
ー
ル
は
、
日
本
語
教
師
、
高
校
教
員
を
は

じ
め
日
本
語
支
援
に
携
わ
る
方
、
社
会
人
、
他
大
学
生
、
そ
し

て
日
本
語
日
本
文
学
科
の
学
生
を
中
心
に
多
く
の
学
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生

は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
自
分
た
ち
で
教
材
を
用
意
し
、
ど
ん

な
流
れ
で
日
本
語
を
教
え
て
い
く
か
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
毎

週
交
代
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
や
教
科
を
教
え
る
こ

と
は
必
ず
し
も
容
易
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
背

景
を
持
つ
学
習
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
い
な
が
ら
一
緒

に
学
び
合
っ
て
い
ま
す
。
や
さ
し
く
、
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
に
学
習
者
は
安
心
し
て
楽
し
く
勉
強
を

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る「
大
学
の
地

域
貢
献
度
調
査
」が
実
施
さ
れ
、本
学
は
、

9
期
連
続
で
全
国
女
子
大
1
位
を
獲
得

し
、こ
の
調
査
結
果
は『
日
経
グ
ロ
ー
カ

ル
』「
2
0
2
3
年
11
月
6
日
発
行

N
O.
471
」「
2
0
2
3
年
12
月
4
日
発

行
N
O.
473
」に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
学
の
地
域
貢
献
度
調
査
と
は
、日
本

経
済
新
聞
社
が
全
国
765
校
の
国
公
私
立

大
学
を
対
象
に
大
学
が
地
域
社
会
に
ど

の
よ
う
な
貢
献
を
し
て
い
る
の
か
を
調
査

し
た
も
の
で
、今
回
は
I
T・デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
や
、留
学
生
の
地
元
就
職
率
、

文
系
・
理
系
を
超
え
た
他
大
学
と
の
連

携
、S
D
G
s
対
応
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
の
項
目
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
首
都
圏
に
本
部
を
置
く
137
大

学
を
対
象
に〈
1
都
3
県
を
除
く
43
都

道
府
県
へ
の
貢
献
度
の
追
加
調
査
〉が
行

わ
れ「
地
方
へ
の
就
職・就
業
を
促
す
取
り

組
み
」「
大
学
の
知
を
地
方
に
供
給
す
る

取
り
組
み
」等
が
評
価
さ
れ
、本
学
は
137

校
中
4
位（
女
子
大
1
位
）に
ラ
ン
ク
イ
ン

し
ま
し
た
。　
　

　
今
回
の
学
園
ニュ
ー
ス
で
は
、地
域
貢
献

の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

の頭文字で、「多文化学習活動センター」の意味です。
CEMLA 運営協議会が協働で運営している「多文化
共生の学習支援拠点」です。

●12月22日（金）
第 6 回テーマ 『手巻きパーチー』

メニュー：『ケチャップライス』『ゾンビのオムレツ～ビーフシ
チューを添えて～』『お化けのコールスロー』『ミイラパイ』

「
子
ど
も
食
堂
に
来
る
と
、子
ど
も
が
野
菜
を

食
べ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」と
、お
母
さ
ん
方
か

ら
た
く
さ
ん
声
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
や
り
が

い
を
感
じ
ま
し
た
。献
立
は
旬
の
食
材
を
多
く

取
り
入
れ
、
子
ど
も
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
た
。毎
回
の
準
備
は
大
変
で
し
た

が
、参
加
者
が
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、ゼ
ミ

ナ
ー
ル
活
動
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。子
ど
も
の
食
育
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
べ

ま
し
た
。今
後
の
栄
養
士
活
動
に
活
か
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

■
椿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
は
じ
ま
り

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
機
に
、
本
学「
子
ど
も
教
育
学
科
」

の
学
生
が
相
模
原
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
岩
手
県
大
船
渡
市

を
訪
問
し
、
避
難
所（
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
、
赤
崎
漁
村
セ
ン
タ
ー
）

で
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
2
0
1
2
年
に
学
生
有

志
に
よ
る
「
被
災
地
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
」
を
発

足
し
、
地
域
の
方
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
に
、
大
船
渡
市
の
仮
設

住
宅
を
訪
問
し
住
民
と
交
流
す
る
取
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
の
活
動
が
、
現
在
の
「
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
会
」と
し
て
今
も
な
お
継
続
し
て
い
ま
す
。

■
椿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

大
船
渡
市
の
市
花
で
あ
る
椿
を
題
材
に
、大
船
渡
市
内
の
保
育

園
や
幼
稚
園
を
訪
問
し
て「
椿
の
学
校
」を
実
施（
大
船
渡
市
椿

プ
ロ
ジェク
ト
支
援
）し
て
い
ま
す
。ま
た
、学
生
が
選
ぶ
大
船
渡
市

の
特
産
品
や
ス
イ
ー
ツ
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
椿
関
連
グ
ッ
ズ
を
、大

船
渡
市
や
神
奈
川
県
内
な
ど
双
方
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベン
ト

で
販
売
や
試
飲
な
ど
を
行
う
と
共
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
活

動
紹
介
な
ど
も
行
って
い
ま
す
。2
0
2
2
年
に
は
大
船
渡
市
が

開
催
す
る
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
に
て
、大
船
渡
で
の
復
興

支
援
活
動
に
取
り
組
み
、市
の
復
興
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と

を
称
え
ら
れ
、同
市
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。今
年

度
は
、大
船
渡
の
菓
匠「
高
瀬
」と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
に
よ
り
、相

模
原
市
の
津
久
井
在
来
大
豆
の
き
な
粉
を
使
っ
た
コ
ラ
ボ
ス
イ
ー

ツ
を
開
発
し
、相
生
祭
や
相
模
原
農
業
ま
つ
り
に
て
販
売
を
す
る

と
と
も
に
、相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
贈
呈
も
行
い
ま
し

た
。加
え
て
、本
学
園
の
幼
稚
部
に
て
、大
船
渡
市
の
市
花「
椿
」を

題
材
に
し
た
紙
芝
居
を
園
児
に
読
み
聞
か
せ
す
る
等
、学
園
内
で

の
新
た
な
交
流
機
会
の
創
出
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。同
委
員
会
で

は
実
施
し
た
活
動
や
市
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、学
生
が
動
画

を
作
成
し
てY

ouT
ube

やInstagram

で
定
期
的
に
配
信
し
た

り
、ラ
ジ
オ
出
演
等
を
通
じ
て
学
園
祭
で
の
取
組
み
を
披
露
す
る

な
ど
、情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
、地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

大船渡市市制施行70周年記念式典 大船渡の菓匠「高瀬」とのコラボスイーツ 「復興支援学生ボランティア委員会」メンバー

CEMLAとは、
Center for Multicultural
Learning & Activities

▲CEMLA について
詳しくはこちらから

●11月24日（金）
第 5 回テーマ 『栄養たっぷり！秋メニュー』

メニュー：『手巻きずし』『具だくさん味噌
汁』『クリスマスロールケーキ』

メニュー：『青のりごはん』『豚汁』『鮭のムニエル』
『ほうれん草としめじのお浸し』『スイートポテト』

●10月27日（金）
第4回テーマ『ドキドキハロウィン♪』

●7月6日（木）
第3回テーマ『旬の野菜を食べYO☆』

メニュー：『ロールパン』『あいのクリームシチュー』
『やさあいコロコロコロッケ』『ちゅるちゅるぶどうゼリー』

●6月15日（木）
第2回テーマ『郷土料理を知ろう！』

メニュー：『五穀米』『鮭のちゃんちゃん焼き』
『けんちん汁』『サーターアンダギー』

●5月18日（木）
第1回テーマ『野菜たっぷり・こどもが喜ぶメニュー！』



メニュー：『夏やあさいたっぷりアツカレー』
『ぽてさらちゃん（ポテトサラダ）』
『Moomooゼリー（牛乳ゼリー）』

【
連
携
教
育
推
進
課
】

椿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
連
携
教
育
推
進
課
】

外
国
に
つ
な
が
る
生
徒
の
学
習
支
援
・

教
育
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｌ
Ａ

【
食
物
栄
養
学
科
】

ぴ
よ
に
わ
子
ど
も
食
堂

活
動
報
告
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地
域
貢
献

特集1
〈特集1〉地域貢献〈特集1〉地域貢献

　
ぴ
よ
に
わ
子
ど
も
食
堂
は
、

約
6
年
間
取
り
組
ん
で
い
る
地

域
貢
献
活
動
で
す
。
授
業
の
あ

る
期
間
に
月
１
回
、
相
模
大
野

駅
に
近
い
「
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ

さ
が
み
は
ら
」
で
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
誰
で
も
来
て
も
ら
え

る
食
堂
を
、
食
物
栄
養
学
科
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
と
し
て
運
営

し
て
い
ま
す
。
学
生
が
栄
養
バ

ラ
ン
ス
や
季
節
感
を
考
え
て
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
で
あ
い
の

和
」
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
調

理
し
て
い
ま
す
。
J
A
相
模
原

市
様
か
ら
相
模
原
市
産
の
旬
の

野
菜
を
配
送
支
援
い
た
だ
き
、

食
育
と
し
て
地
産
地
消
の
食
材

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　「
ぴ
よ
に
わ
」
と
は
、
ヒ
ヨ
コ

（
子
ど
も
た
ち
）
の
ぴ
よ
ぴ
よ

と
、
ニ
ワ
ト
リ
（
お
と
な
た
ち
）

が
家
の
庭
で
楽
し
く
集
う
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
学
生
た
ち
が

名
付
け
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は

参
加
者
の
方
々
に
食
事
の
感
想

を
聞
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に

食
育
ク
イ
ズ
を
出
し
た
り
と
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
は
か
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん

が
夕
食
の
ひ
と
と
き
を
一
緒
に

楽
し
く
過
ご
せ
る
ス
テ
キ
な
食

堂
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
C
E
M
L
A
ス
ク
ー
ル
は
外
国
に
つ
な
が
り
の
あ
る
中
学

生
や
高
校
生
な
ど
若
者
が
日
本
語
や
教
科
の
勉
強
を
す
る
場

で
す
。
本
学
と
県
立
高
校
９
校
、
そ
し
て
認
定
N
P
O
法
人

多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
が
協
働
で
運
営

し
、
学
習
支
援
教
室
・
教
育
相
談
・
情
報
提
供
を
３
つ
の
柱
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
C
E
M
L
A
ス
ク
ー
ル
は
、
日
本
語
教
師
、
高
校
教
員
を
は

じ
め
日
本
語
支
援
に
携
わ
る
方
、
社
会
人
、
他
大
学
生
、
そ
し

て
日
本
語
日
本
文
学
科
の
学
生
を
中
心
に
多
く
の
学
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生

は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
自
分
た
ち
で
教
材
を
用
意
し
、
ど
ん

な
流
れ
で
日
本
語
を
教
え
て
い
く
か
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
毎

週
交
代
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
や
教
科
を
教
え
る
こ

と
は
必
ず
し
も
容
易
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
背

景
を
持
つ
学
習
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
い
な
が
ら
一
緒

に
学
び
合
っ
て
い
ま
す
。
や
さ
し
く
、
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
に
学
習
者
は
安
心
し
て
楽
し
く
勉
強
を

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る「
大
学
の
地

域
貢
献
度
調
査
」が
実
施
さ
れ
、本
学
は
、

9
期
連
続
で
全
国
女
子
大
1
位
を
獲
得

し
、こ
の
調
査
結
果
は『
日
経
グ
ロ
ー
カ

ル
』「
2
0
2
3
年
11
月
6
日
発
行

N
O.
471
」「
2
0
2
3
年
12
月
4
日
発

行
N
O.
473
」に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
の
地
域
貢
献
度
調
査
と
は
、日
本

経
済
新
聞
社
が
全
国
765
校
の
国
公
私
立

大
学
を
対
象
に
大
学
が
地
域
社
会
に
ど

の
よ
う
な
貢
献
を
し
て
い
る
の
か
を
調
査

し
た
も
の
で
、今
回
は
I
T・デ
ジ
タ
ル
人

材
の
育
成
や
、留
学
生
の
地
元
就
職
率
、

文
系
・
理
系
を
超
え
た
他
大
学
と
の
連

携
、S
D
G
s
対
応
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
の
項
目
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
首
都
圏
に
本
部
を
置
く
137
大

学
を
対
象
に〈
1
都
3
県
を
除
く
43
都

道
府
県
へ
の
貢
献
度
の
追
加
調
査
〉が
行

わ
れ「
地
方
へ
の
就
職・就
業
を
促
す
取
り

組
み
」「
大
学
の
知
を
地
方
に
供
給
す
る

取
り
組
み
」等
が
評
価
さ
れ
、本
学
は
137

校
中
4
位（
女
子
大
1
位
）に
ラ
ン
ク
イ
ン

し
ま
し
た
。

今
回
の
学
園
ニュ
ー
ス
で
は
、地
域
貢
献

の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

の頭文字で、「多文化学習活動センター」の意味です。
CEMLA 運営協議会が協働で運営している「多文化
共生の学習支援拠点」です。

●12月22日（金）
第 6 回テーマ 『手巻きパーチー』

メニュー：『ケチャップライス』『ゾンビのオムレツ～ビーフシ
チューを添えて～』『お化けのコールスロー』『ミイラパイ』

　「子
ど
も
食
堂
に
来
る
と
、子
ど
も
が
野
菜
を

食
べ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」と
、お
母
さ
ん
方
か

ら
た
く
さ
ん
声
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
や
り
が

い
を
感
じ
ま
し
た
。献
立
は
旬
の
食
材
を
多
く

取
り
入
れ
、
子
ど
も
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
た
。毎
回
の
準
備
は
大
変
で
し
た

が
、参
加
者
が
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、ゼ
ミ

ナ
ー
ル
活
動
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。子
ど
も
の
食
育
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
べ

ま
し
た
。今
後
の
栄
養
士
活
動
に
活
か
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

■
椿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
は
じ
ま
り

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
機
に
、
本
学「
子
ど
も
教
育
学
科
」

の
学
生
が
相
模
原
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
岩
手
県
大
船
渡
市

を
訪
問
し
、
避
難
所（
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
、
赤
崎
漁
村
セ
ン
タ
ー
）

で
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
2
0
1
2
年
に
学
生
有

志
に
よ
る
「
被
災
地
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
」
を
発

足
し
、
地
域
の
方
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
に
、
大
船
渡
市
の
仮
設

住
宅
を
訪
問
し
住
民
と
交
流
す
る
取
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
の
活
動
が
、
現
在
の
「
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
会
」と
し
て
今
も
な
お
継
続
し
て
い
ま
す
。

■
椿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

大
船
渡
市
の
市
花
で
あ
る
椿
を
題
材
に
、大
船
渡
市
内
の
保
育

園
や
幼
稚
園
を
訪
問
し
て「
椿
の
学
校
」を
実
施（
大
船
渡
市
椿

プ
ロ
ジェク
ト
支
援
）し
て
い
ま
す
。ま
た
、学
生
が
選
ぶ
大
船
渡
市

の
特
産
品
や
ス
イ
ー
ツ
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
椿
関
連
グ
ッ
ズ
を
、大

船
渡
市
や
神
奈
川
県
内
な
ど
双
方
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベン
ト

で
販
売
や
試
飲
な
ど
を
行
う
と
共
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
活

動
紹
介
な
ど
も
行
って
い
ま
す
。2
0
2
2
年
に
は
大
船
渡
市
が

開
催
す
る
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
に
て
、大
船
渡
で
の
復
興

支
援
活
動
に
取
り
組
み
、市
の
復
興
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と

を
称
え
ら
れ
、同
市
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。今
年

度
は
、大
船
渡
の
菓
匠「
高
瀬
」と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
に
よ
り
、相

模
原
市
の
津
久
井
在
来
大
豆
の
き
な
粉
を
使
っ
た
コ
ラ
ボ
ス
イ
ー

ツ
を
開
発
し
、相
生
祭
や
相
模
原
農
業
ま
つ
り
に
て
販
売
を
す
る

と
と
も
に
、相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
贈
呈
も
行
い
ま
し

た
。加
え
て
、本
学
園
の
幼
稚
部
に
て
、大
船
渡
市
の
市
花「
椿
」を

題
材
に
し
た
紙
芝
居
を
園
児
に
読
み
聞
か
せ
す
る
等
、学
園
内
で

の
新
た
な
交
流
機
会
の
創
出
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。同
委
員
会
で

は
実
施
し
た
活
動
や
市
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、学
生
が
動
画

を
作
成
し
てY

ouT
ube

やInstagram

で
定
期
的
に
配
信
し
た

り
、ラ
ジ
オ
出
演
等
を
通
じ
て
学
園
祭
で
の
取
組
み
を
披
露
す
る

な
ど
、情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
、地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

大船渡市市制施行70周年記念式典 大船渡の菓匠「高瀬」とのコラボスイーツ 「復興支援学生ボランティア委員会」メンバー

CEMLAとは、
Center for Multicultural
Learning & Activities

▲CEMLA について
詳しくはこちらから

●11月24日（金）
第 5 回テーマ 『栄養たっぷり！秋メニュー』

メニュー：『手巻きずし』『具だくさん味噌
汁』『クリスマスロールケーキ』

メニュー：『青のりごはん』『豚汁』『鮭のムニエル』
『ほうれん草としめじのお浸し』『スイートポテト』

●10月27日（金）
第4回テーマ 『ドキドキハロウィン♪』

●7月6日（木）
第3回テーマ 『旬の野菜を食べYO☆』

メニュー：『ロールパン』『あいのクリームシチュー』
『やさあいコロコロコロッケ』『ちゅるちゅるぶどうゼリー』

●6月15日（木）
第2回テーマ 『郷土料理を知ろう！』

メニュー：『五穀米』『鮭のちゃんちゃん焼き』
『けんちん汁』『サーターアンダギー』

●5月18日（木）
第1回テーマ 『野菜たっぷり・こどもが喜ぶメニュー！』

https://me-net.or.jp/service/cemla/
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小
学
部
の
取
り
組
み

特集2
〈特集 2〉小学部の取り組み

地方就職希望者の個別相談の様子

【
就
職
支
援
課
】

地
方
就
職
の
サ
ポ
ー
ト

　
本
学
で
は
、地
方
出
身
の
学
生
が
多
く
学
ん
で
い

ま
す
。ま
た
、本
学
を
卒
業
し
た
多
く
の
先
輩
た
ち

が
、全
国
各
地
で
活
躍
し
てい
ま
す
。

　
就
職
支
援
課
で
は
、地
方
就
職
を
希
望
す
る
学

生
と
そ
の
保
証
人
に
向
け
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
地
区

懇
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。地
区
懇
談
会
で
は
、

厚
生
労
働
省
の
地
方
人
材
還
流
促
進
事
業

「
L
O
活
プ
ロ
ジェク
ト
」の
協
力
も
の
と
、「
U
I
J

タ
ー
ン
」※
の
現
状
や
就
職
活
動
事
例
の
紹
介
、実

際
に
地
方
就
職
が
決
まった
学
生
に
よ
る
就
職
活

動
報
告
会
を
実
施
す
る
な
ど
、地
方
就
職
に
つい

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。懇
談
会
後
に
は
、個
別
相
談
会
を
設
け
、

個
々
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行って
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
区
懇
談
会
の
他
に
、学
内
に
特
設
ブ

ー
ス
を
設
け
、地
方
就
職
を
希
望
す
る
学
生
を

対
象
に
個
別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。地
方
の

企
業
の
紹
介
を
は
じ
め
、就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

や
注
意
点
、面
接
対
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

って
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、

地
域
と
の
交
流

を
大
切
に
し
、

地
方
就
職
希
望

の
学
生
に
様
々

な
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。積

極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

病院には郵送でお届けしました

メディアチームが撮影する
私の趣味自慢タイム

「
と
も
に
学
び
と
も
に
生
き
る

さ
が
み
は
ら
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト

カフェテリアでの講義の様子

【
人
間
心
理
学
科
】

サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
自
宅
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
せ
な
い
子
ど
も
た

ち
に
本
を
贈
る
プ
ロ
ジ
ェク
ト
で
、
2
0
0
9
年

に
新
潟
県
新
発
田
市
で
始
ま
り
、
全
国
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
学
学
生
に
よ
る
サ
ン
タ
プ
ロ
ジェ

ク
ト
・
さ
が
み
は
ら
は
、
2
0
1
2
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。協
力
書
店
さ
ん
で
市
民
の
方
々

が
贈
り
先
の
子
ど
も
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
に
宛

て
た
本
を
選
ん
で
購
入
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
下
さ
い
ま
す
。
今
年
度

は
乳
児
院
・
児
童
養
護
施
設
と
、
病
院
の
小
児

科
病
棟
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
に
お
届
け
し
ま

し
た
。
学
生
達
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
お
渡
し
す
る「
サ

ン
タ
認
定
証
」
の
作
製
、
本
の
お
届
け
な
ど
の

役
割
を
担
って
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と

り
に
本
を
手
渡
し
す
る
と
、
照
れ
く
さ
そ
う
な

様
子
や
笑
顔
な
ど
色
々
な
表
情
を
見
せ
な
が
ら
、

嬉
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
学
生

に
「
読
ん
で
」
と
せ
が
む
子
も
い
て
、
子
ど
も
た

ち
と
の
し
ば
し
の
ふ
れ
あ
い
に
、
学
生
た
ち
も
心

温
か
く
な
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
で
し
た
。
ご
協
力
下

さ
っ
た
沢
山
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
生
涯
学
修
支
援
課
】

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
生
涯
学
習

　
本
学
は
、
令
和
3
年
度
よ
り
相
模
原
市
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
、
発
達
障
害
や
知
的
障
害
の
あ

る
若
者
と
学
生
や
市
民
が
共
に
学
ぶ
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発（
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事
業
）
を
相
模
原
市
発

達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
働
で
行って
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
は
、
他
大
学
で
も
汎
用
可
能
な

モ
デ
ル
開
発
と
し
て
広
く
受
講
者
を
募
る「
生
涯

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム（
講
座
）」と
、学
生
や
障
害
の
あ

る
若
者
が
講
座
の
運
営
に
参
画
し
て
、受
講
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
講
座
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
行

う
「
エン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
2
本
柱
で

進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
多
様
な
人
た
ち
へ
の
学
び
の

場
を
開
放
す
る
だ
け
で
な
く
、
知
的
・
発
達
障

害
の
青
年
と
学
生
が
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
を
通
じ

た
相
互
交
流
が
行
わ
れ
て
い
て
、
学
生
に
と
っ
て

も
得
る
も
の
が
多
い
取
り

組
み
に
な
って
い
ま
す
。「
こ

の
活
動
は
、
私
の
財
産
！
」

と
参
加
者
か
ら
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。
本
学
で
は
、

今
後
も
多
様
な
人
た
ち
へ

の
学
び
の
場
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

【
人
間
社
会
学
部
】

認
知
症
カ
フ
ェ

　
相
模
原
市
民
の
皆
さ
ん
と
本
学
の
社
会
福

祉
士
課
程
の
学
生
と
教
員
が
開
催
し
て
い
る

認
知
症
カ
フ
ェ
「
認
知
症
カ
フ
ェ
さ
が
っ
ぱ

とtea tim
e

」
も
今
年
で
5
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
途
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
ま
し

た
が
、
2
0
2
3
年
度
は
す
べ
て
対
面
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
認
知
症
カ

フ
ェ
さ
が
っ
ぱ
とtea tim

e
」
は
認
知
症
に

つ
い
て
様
々
な
立
場
の
人
が
一
緒
に
学
び
、

つ
な
が
り
を
つ
く
る
場
で
す
。
毎
回
コ
ー
ヒ
ー

や
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
の
交

流
を
楽
し
む
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
と
、
認
知
症
に

関
す
る
学
び
を
深
め
る
講
話
タ
イ
ム
2
本
だ

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
の
講
話
タ
イ
ム
で
は
認
知
症

の
方
の
治
療
に
従
事
さ
れ
て
い
る
精
神
科
の

先
生
や
、
地
域
で
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家

族
に
対
す
る
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
社

会
福
祉
施
設
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
ス
タ
ッ

フ
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
認
知
症

に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
2
0
2
2
年
の
相
生
祭
で
は
若
年
性
認

知
症
当
事
者
の
下
坂
厚
さ
ん
の
写
真
展
も
企

画
し
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　「
認
知
症
カ
フ
ェ
さ
が
っ
ぱ
とtea tim

e

」

は
本
学
の
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
認
知
症

に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
毎
月
第
4
土
曜
日
　
14
時
〜
15
時
30

分 T
ea

L
ou

n
g

e2
0

02

で
開
催
し
て
い

ま
す
（
1
月
と
8
月
は
お
休
み
で
す
）。

　
詳
し
く
は
左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

k-m
atsuzaki@

isc.sagam
i-w

u.ac.jp

※「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
」と
は「
全
て
を
含
む
」

と
い
う
言
葉
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を
持
つ
人

た
ち
が
共
に
過
ご
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

※「
U
I
J
タ
ー
ン
」…
U
タ
ー
ン・I
タ
ー
ン・J
タ
ー
ン
の
総
称

で
、大
都
市
圏
か
ら
地
方
への
移
住
を
指
す
。

U
タ
ー
ン
…
地
方
出
身
者
が
都
心
の
大
学
に
進
学
し
、卒
業
後

出
身
地
に
戻
って
働
く
こ
と
。

I
タ
ー
ン
…
都
心
出
身
者
が
卒
業
後
、出
身
地
以
外
の
地
方
で

働
く
こ
と
。

J
タ
ー
ン
…
地
方
出
身
者
が
、都
心
の
大
学
に
進
学
し
、卒
業

後
出
身
地
以
外
の
地
方
で
働
く
こ
と
。

〈特集 1〉地域貢献

社
会
科
見
学
特
集

11
月
の
第
3
週
目
は
小
学
部
で
は
社
会
科
見
学
週
間
で
す
。

学
校
で
そ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
実
際
に
目
で
見
て

確
か
め
、さ
ら
に
深
め
る
学
び
と
な
る
社
会
科
見
学
を
子
ど
も

た
ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
3
つ
の
学
年
の
見

学
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
1
年
生
は
、2
学
期
に
な
っ
て
総
合
の
時
間
に
学
園
内
の
ビ

オ
ト
ー
プ
や
農
園
に
虫
取
り
に
で
か
け
、実
際
に
虫
を
飼
う
中

で
昆
虫
に
つ
い
て
の
学
習
を
進
め
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
1
年

生
の
見
学
先
は
、多
摩
動
物
公
園
の
昆
虫
園
で
す
。ナ
ナ
フ
シ
、

オ
オ
カ
マ
キ
リ
、コ
オ
ロ
ギ
、森
の
オ
オ
ゴ
キ
ブ
リ
、ト
ノ
サ
マ

バ
ッ
タ
、カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
と
い
う
6
種
類
の
昆
虫
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
触
れ
方
を
学
ぶ
こ
と
が
テ
ー
マ
で

す
。「
背
中
や
頭
の
上
な
ど
、
自
分
の
見
え
な
い
所
ま
で
虫
が

行
っ
た
ら
、
絶
対
に
自
分
で
取
ろ
う
と
し
て
は
い
け
な
い
。そ

う
い
う
時
は
、近
く
の
お
友
だ
ち
に
助
け
て
も
ら
う
。」と
い
う

ル
ー
ル
を
守
り
な
が

ら
、触
れ
合
い
に
前
向

き
に
の
ぞ
む
１
年
生

の
子
ど
も
た
ち
。始
め

は
「
え
え
〜
怖
い
！
」

と
言
っ
て
い
た
子
の

中
に
も
、「
触
れ
た
！
」

と
喜
ぶ
子
が
次
々
に

出
て
き
ま
し
た
。虫
が

苦
手
と
い
う
人
は
大

人
で
も
多
い
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
経
験
を

通
し
て
、命
あ
る
生
き

物
に
対
す
る
思
い
や

り
や
責
任
感
を
も
つ

気
持
ち
を
大
事
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
3
年
生
は
、
社
会
の

ご
み
の
学
習
と
し
て
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
ス
ク
エ

ア
」「
南
清
掃
工
場
」を

見
学
し
ま
し
た
。リ
サ

イ
ク
ル
ス
ク
エ
ア
は
、

相
模
原
市
が
推
進
し

て
い
る
4
R
活
動
に

関
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
の
施
設
で
す
。

資
源
と
し
て
排
出
さ

れ
た
も
の
が
、
ど
の
よ

う
に
再
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、実
際
に
見
て
触
っ
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。清
掃
工
場
の
見
学
の
中
で
、
巨
大
ゴ
ミ
ク

レ
ー
ン
や
ゴ
ミ
収
集
車
の
発
着
場
は
迫
力
が
あ
り
、多
く
の
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。最
終
処
分
場
は
こ
の
ま
ま
で
は
15
〜
16

年
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
も
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。『
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
、分
け
れ
ば
資
源
』で
す
。今
あ

る
処
分
場
を
長
く
使
う
た
め
に
も
、一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が

大
切
に
な
り
ま
す
。こ
の
見
学
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
環

境
問
題
へ
の
意
識
を
高
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
4
年
生
は
社
会
科
の
学
習
「
私
た
ち
の
く
ら
し
と
水
」
を
通

し
て
、
き
れ
い
な
水
を
た
く
さ
ん
利
用
で
き
て
い
る
の
は『
森

の
お
か
げ
』で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。さ
ら
に「
森
林
を
守

る
人
た
ち
の
仕
事
」を
テ
ー
マ
に
学
習
し
、
森
を
守
る
人
た
ち

が
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
、水
源
の
森
が
守
ら

れ
、美
し
い
水
が
で
き
、さ
ら
に
災
害
を
防
ぎ
、生
活
に
欠
か
せ

な
い
木
材
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
き

ま
し
た
。今
回
は
、
実
際
に『
森
』を
見
て
学
習
を
深
め
る
た
め

に
、「
髙
尾
ふ
れ
あ
い
森
林
推
進
セ
ン
タ
ー
」に
出
か
け
、
裏
高

尾
の
森
を
散
策
す
る
こ
と
を
通
し
て
、森
の
豊
か
さ
を
体
験
し

て
き
ま
し
た
。森
を
散
策
し
な
が
ら
、
関
東
森
林
管
理
局
の
方

か
ら
植
物
や
動
物
、
昆
虫
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。水
源
の

森
と
し
て
の
裏
高
尾
で
す
。実
際
に
崖
か
ら
し
み
出
し
た
水
が

ポ
タ
ポ
タ
と
垂
れ
、
小
さ
な
流
れ
と
な
り
、
沢
に
注
い
で
い
る

と
こ
ろ
を
見
る
こ
と
が
で
き
、「
く
ら
し
と
水
」に
つ
い
て
学
習

し
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
た
め
に
は
森
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
や
、森
を
守
っ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
と
森
を
整
備
す
る
仕
事
と
は
、ど
の
よ
う
な
仕

事
で
あ
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、2
年
生
は
総
合
で
学
ん
で
い
る
動
物
飼
育
の
発
展

と
し
て
、金
沢
動
物
園
を
見
学
し
、動
物
た
ち
の
生
態
や『
獣
医

さ
ん
の
お
仕
事
』に
つ
い
て
、
5
年
生
は
日
産
の
方
を
お
招
き

し
て
、「
日
産
わ
く
わ
く
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」を
行
い
、
ク
ル
マ
社

会
の
課
題
で
あ
る「
地
球
温
暖
化
」と「
交
通
事
故
」の
解
決
策

に
つ
い
て
、6
年
生
は「
横
浜
は
じ
め
て
物
語
」と
題
し
て
明
治

時
代
に
海
外
か
ら
入
っ
て
き
た
横
浜
発
祥
の
も
の
に
ま
つ
わ

る
地
を
歩
き
、
文
明
開

化
に
つ
い
て
学
び
を

深
め
ま
し
た
。本
物
を

実
際
に
見
て
、
触
れ

る
、
志
を
も
っ
て
お
仕

事
を
し
て
い
る
方
の

話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
社
会
科
見
学
は
、

小
学
部
の
大
事
な
学

び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
小
勝
）

昆虫とふれあう1年生

クレーンで運ばれるゴミを見て歓声をあげる3 年生

森林の大切さについて学ぶ 4 年生



5　Campus News vol.179 Campus News vol.179　4

小
学
部
の
取
り
組
み

特集2
〈特集 2〉小学部の取り組み

地方就職希望者の個別相談の様子

【
就
職
支
援
課
】

地
方
就
職
の
サ
ポ
ー
ト

本
学
で
は
、地
方
出
身
の
学
生
が
多
く
学
ん
で
い

ま
す
。ま
た
、本
学
を
卒
業
し
た
多
く
の
先
輩
た
ち

が
、全
国
各
地
で
活
躍
し
てい
ま
す
。

就
職
支
援
課
で
は
、地
方
就
職
を
希
望
す
る
学

生
と
そ
の
保
証
人
に
向
け
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
地
区

懇
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。地
区
懇
談
会
で
は
、

厚
生
労
働
省
の
地
方
人
材
還
流
促
進
事
業

「
L
O
活
プ
ロ
ジェク
ト
」の
協
力
も
の
と
、「
U
I
J

タ
ー
ン
」※
の
現
状
や
就
職
活
動
事
例
の
紹
介
、実

際
に
地
方
就
職
が
決
まった
学
生
に
よ
る
就
職
活

動
報
告
会
を
実
施
す
る
な
ど
、地
方
就
職
に
つい

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。懇
談
会
後
に
は
、個
別
相
談
会
を
設
け
、

個
々
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行って
い
ま
す
。

ま
た
、地
区
懇
談
会
の
他
に
、学
内
に
特
設
ブ

ー
ス
を
設
け
、地
方
就
職
を
希
望
す
る
学
生
を

対
象
に
個
別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。地
方
の

企
業
の
紹
介
を
は
じ
め
、就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

や
注
意
点
、面
接
対
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

って
い
ま
す
。

本
学
で
は
、

地
域
と
の
交
流

を
大
切
に
し
、

地
方
就
職
希
望

の
学
生
に
様
々

な
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。積

極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

病院には郵送でお届けしました

メディアチームが撮影する
私の趣味自慢タイム

「
と
も
に
学
び
と
も
に
生
き
る

さ
が
み
は
ら
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト

カフェテリアでの講義の様子

【
人
間
心
理
学
科
】

サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
自
宅
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
せ
な
い
子
ど
も
た

ち
に
本
を
贈
る
プ
ロ
ジ
ェク
ト
で
、
2
0
0
9
年

に
新
潟
県
新
発
田
市
で
始
ま
り
、
全
国
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
学
学
生
に
よ
る
サ
ン
タ
プ
ロ
ジェ

ク
ト
・
さ
が
み
は
ら
は
、
2
0
1
2
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。協
力
書
店
さ
ん
で
市
民
の
方
々

が
贈
り
先
の
子
ど
も
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
に
宛

て
た
本
を
選
ん
で
購
入
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
下
さ
い
ま
す
。
今
年
度

は
乳
児
院
・
児
童
養
護
施
設
と
、
病
院
の
小
児

科
病
棟
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
に
お
届
け
し
ま

し
た
。
学
生
達
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
お
渡
し
す
る「
サ

ン
タ
認
定
証
」
の
作
製
、
本
の
お
届
け
な
ど
の

役
割
を
担
って
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と

り
に
本
を
手
渡
し
す
る
と
、
照
れ
く
さ
そ
う
な

様
子
や
笑
顔
な
ど
色
々
な
表
情
を
見
せ
な
が
ら
、

嬉
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
学
生

に
「
読
ん
で
」
と
せ
が
む
子
も
い
て
、
子
ど
も
た

ち
と
の
し
ば
し
の
ふ
れ
あ
い
に
、
学
生
た
ち
も
心

温
か
く
な
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
で
し
た
。
ご
協
力
下

さ
っ
た
沢
山
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
生
涯
学
修
支
援
課
】

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
生
涯
学
習

本
学
は
、
令
和
3
年
度
よ
り
相
模
原
市
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
、
発
達
障
害
や
知
的
障
害
の
あ

る
若
者
と
学
生
や
市
民
が
共
に
学
ぶ
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発（
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事
業
）
を
相
模
原
市
発

達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
働
で
行って
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
は
、
他
大
学
で
も
汎
用
可
能
な

モ
デ
ル
開
発
と
し
て
広
く
受
講
者
を
募
る「
生
涯

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム（
講
座
）」と
、学
生
や
障
害
の
あ

る
若
者
が
講
座
の
運
営
に
参
画
し
て
、受
講
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
講
座
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
行

う
「
エン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
2
本
柱
で

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
多
様
な
人
た
ち
へ
の
学
び
の

場
を
開
放
す
る
だ
け
で
な
く
、
知
的
・
発
達
障

害
の
青
年
と
学
生
が
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
を
通
じ

た
相
互
交
流
が
行
わ
れ
て
い
て
、
学
生
に
と
っ
て

も
得
る
も
の
が
多
い
取
り

組
み
に
な
って
い
ま
す
。「
こ

の
活
動
は
、
私
の
財
産
！
」

と
参
加
者
か
ら
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。
本
学
で
は
、

今
後
も
多
様
な
人
た
ち
へ

の
学
び
の
場
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

【
人
間
社
会
学
部
】

認
知
症
カ
フ
ェ

　
相
模
原
市
民
の
皆
さ
ん
と
本
学
の
社
会
福

祉
士
課
程
の
学
生
と
教
員
が
開
催
し
て
い
る

認
知
症
カ
フ
ェ
「
認
知
症
カ
フ
ェ
さ
が
っ
ぱ

とtea tim
e

」
も
今
年
で
5
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
途
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
ま
し

た
が
、
2
0
2
3
年
度
は
す
べ
て
対
面
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
認
知
症
カ

フ
ェ
さ
が
っ
ぱ
とtea tim

e

」
は
認
知
症
に

つ
い
て
様
々
な
立
場
の
人
が
一
緒
に
学
び
、

つ
な
が
り
を
つ
く
る
場
で
す
。
毎
回
コ
ー
ヒ
ー

や
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
の
交

流
を
楽
し
む
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
と
、
認
知
症
に

関
す
る
学
び
を
深
め
る
講
話
タ
イ
ム
2
本
だ

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
の
講
話
タ
イ
ム
で
は
認
知
症

の
方
の
治
療
に
従
事
さ
れ
て
い
る
精
神
科
の

先
生
や
、
地
域
で
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家

族
に
対
す
る
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
社

会
福
祉
施
設
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
ス
タ
ッ

フ
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
認
知
症

に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
2
0
2
2
年
の
相
生
祭
で
は
若
年
性
認

知
症
当
事
者
の
下
坂
厚
さ
ん
の
写
真
展
も
企

画
し
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。「認

知
症
カ
フ
ェ
さ
が
っ
ぱ
とtea tim

e

」

は
本
学
の
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
認
知
症

に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
毎
月
第
4
土
曜
日
　
14
時
〜
15
時
30

分T
ea

L
ou

n
g

e2
0

02

で
開
催
し
て
い

ま
す
（
1
月
と
8
月
は
お
休
み
で
す
）。

　
詳
し
く
は
左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

k-m
atsuzaki@

isc.sagam
i-w

u.ac.jp

※「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
」と
は「
全
て
を
含
む
」

と
い
う
言
葉
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を
持
つ
人

た
ち
が
共
に
過
ご
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

※「
U
I
J
タ
ー
ン
」…
U
タ
ー
ン・I
タ
ー
ン・J
タ
ー
ン
の
総
称

で
、大
都
市
圏
か
ら
地
方
への
移
住
を
指
す
。

U
タ
ー
ン
…
地
方
出
身
者
が
都
心
の
大
学
に
進
学
し
、卒
業
後

出
身
地
に
戻
って
働
く
こ
と
。

I
タ
ー
ン
…
都
心
出
身
者
が
卒
業
後
、出
身
地
以
外
の
地
方
で

働
く
こ
と
。

J
タ
ー
ン
…
地
方
出
身
者
が
、都
心
の
大
学
に
進
学
し
、卒
業

後
出
身
地
以
外
の
地
方
で
働
く
こ
と
。

〈特集 1〉地域貢献

社
会
科
見
学
特
集

11
月
の
第
3
週
目
は
小
学
部
で
は
社
会
科
見
学
週
間
で
す
。

学
校
で
そ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
実
際
に
目
で
見
て

確
か
め
、さ
ら
に
深
め
る
学
び
と
な
る
社
会
科
見
学
を
子
ど
も

た
ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
3
つ
の
学
年
の
見

学
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
1
年
生
は
、2
学
期
に
な
っ
て
総
合
の
時
間
に
学
園
内
の
ビ

オ
ト
ー
プ
や
農
園
に
虫
取
り
に
で
か
け
、実
際
に
虫
を
飼
う
中

で
昆
虫
に
つ
い
て
の
学
習
を
進
め
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
1
年

生
の
見
学
先
は
、多
摩
動
物
公
園
の
昆
虫
園
で
す
。ナ
ナ
フ
シ
、

オ
オ
カ
マ
キ
リ
、コ
オ
ロ
ギ
、森
の
オ
オ
ゴ
キ
ブ
リ
、ト
ノ
サ
マ

バ
ッ
タ
、カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
と
い
う
6
種
類
の
昆
虫
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
触
れ
方
を
学
ぶ
こ
と
が
テ
ー
マ
で

す
。「
背
中
や
頭
の
上
な
ど
、
自
分
の
見
え
な
い
所
ま
で
虫
が

行
っ
た
ら
、
絶
対
に
自
分
で
取
ろ
う
と
し
て
は
い
け
な
い
。そ

う
い
う
時
は
、近
く
の
お
友
だ
ち
に
助
け
て
も
ら
う
。」と
い
う

ル
ー
ル
を
守
り
な
が

ら
、触
れ
合
い
に
前
向

き
に
の
ぞ
む
１
年
生

の
子
ど
も
た
ち
。始
め

は
「
え
え
〜
怖
い
！
」

と
言
っ
て
い
た
子
の

中
に
も
、「
触
れ
た
！
」

と
喜
ぶ
子
が
次
々
に

出
て
き
ま
し
た
。虫
が

苦
手
と
い
う
人
は
大

人
で
も
多
い
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
経
験
を

通
し
て
、命
あ
る
生
き

物
に
対
す
る
思
い
や

り
や
責
任
感
を
も
つ

気
持
ち
を
大
事
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
3
年
生
は
、
社
会
の

ご
み
の
学
習
と
し
て
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
ス
ク
エ

ア
」「
南
清
掃
工
場
」を

見
学
し
ま
し
た
。リ
サ

イ
ク
ル
ス
ク
エ
ア
は
、

相
模
原
市
が
推
進
し

て
い
る
4
R
活
動
に

関
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
の
施
設
で
す
。

資
源
と
し
て
排
出
さ

れ
た
も
の
が
、
ど
の
よ

う
に
再
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、実
際
に
見
て
触
っ
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。清
掃
工
場
の
見
学
の
中
で
、
巨
大
ゴ
ミ
ク

レ
ー
ン
や
ゴ
ミ
収
集
車
の
発
着
場
は
迫
力
が
あ
り
、多
く
の
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。最
終
処
分
場
は
こ
の
ま
ま
で
は
15
〜
16

年
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
も
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。『
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
、分
け
れ
ば
資
源
』で
す
。今
あ

る
処
分
場
を
長
く
使
う
た
め
に
も
、一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が

大
切
に
な
り
ま
す
。こ
の
見
学
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
環

境
問
題
へ
の
意
識
を
高
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
4
年
生
は
社
会
科
の
学
習
「
私
た
ち
の
く
ら
し
と
水
」
を
通

し
て
、
き
れ
い
な
水
を
た
く
さ
ん
利
用
で
き
て
い
る
の
は『
森

の
お
か
げ
』で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。さ
ら
に「
森
林
を
守

る
人
た
ち
の
仕
事
」を
テ
ー
マ
に
学
習
し
、
森
を
守
る
人
た
ち

が
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
、水
源
の
森
が
守
ら

れ
、美
し
い
水
が
で
き
、さ
ら
に
災
害
を
防
ぎ
、生
活
に
欠
か
せ

な
い
木
材
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
き

ま
し
た
。今
回
は
、
実
際
に『
森
』を
見
て
学
習
を
深
め
る
た
め

に
、「
髙
尾
ふ
れ
あ
い
森
林
推
進
セ
ン
タ
ー
」に
出
か
け
、
裏
高

尾
の
森
を
散
策
す
る
こ
と
を
通
し
て
、森
の
豊
か
さ
を
体
験
し

て
き
ま
し
た
。森
を
散
策
し
な
が
ら
、
関
東
森
林
管
理
局
の
方

か
ら
植
物
や
動
物
、
昆
虫
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。水
源
の

森
と
し
て
の
裏
高
尾
で
す
。実
際
に
崖
か
ら
し
み
出
し
た
水
が

ポ
タ
ポ
タ
と
垂
れ
、
小
さ
な
流
れ
と
な
り
、
沢
に
注
い
で
い
る

と
こ
ろ
を
見
る
こ
と
が
で
き
、「
く
ら
し
と
水
」に
つ
い
て
学
習

し
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
た
め
に
は
森
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
や
、森
を
守
っ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
と
森
を
整
備
す
る
仕
事
と
は
、ど
の
よ
う
な
仕

事
で
あ
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、2
年
生
は
総
合
で
学
ん
で
い
る
動
物
飼
育
の
発
展

と
し
て
、金
沢
動
物
園
を
見
学
し
、動
物
た
ち
の
生
態
や『
獣
医

さ
ん
の
お
仕
事
』に
つ
い
て
、
5
年
生
は
日
産
の
方
を
お
招
き

し
て
、「
日
産
わ
く
わ
く
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」を
行
い
、
ク
ル
マ
社

会
の
課
題
で
あ
る「
地
球
温
暖
化
」と「
交
通
事
故
」の
解
決
策

に
つ
い
て
、6
年
生
は「
横
浜
は
じ
め
て
物
語
」と
題
し
て
明
治

時
代
に
海
外
か
ら
入
っ
て
き
た
横
浜
発
祥
の
も
の
に
ま
つ
わ

る
地
を
歩
き
、
文
明
開

化
に
つ
い
て
学
び
を

深
め
ま
し
た
。本
物
を

実
際
に
見
て
、
触
れ

る
、
志
を
も
っ
て
お
仕

事
を
し
て
い
る
方
の

話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
社
会
科
見
学
は
、

小
学
部
の
大
事
な
学

び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
小
勝
）

昆虫とふれあう1年生

クレーンで運ばれるゴミを見て歓声をあげる3 年生

森林の大切さについて学ぶ 4 年生



活
躍
す
る
生
徒
た
ち
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〈特集 3〉活躍する生徒たち

【
中
学
部
】

10
人
で「
歴
史
を
塗
り
替
え
」て

東
関
東
大
会
へ
！

　
中
学
部
吹
奏
楽
部
は
、

夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
創
部

以
来
初
の
東
関
東
大
会
出

場
を
果
た
し
、
銀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
県
大
会
銀

賞
（
2
0
2
2
年
度
）
が

最
高
位
で
し
た
の
で
、「
歴

史
を
塗
り
替
え
た
」
と
大

喜
び
し
ま
し
た
。
演
奏
し

た
の
は
「
繚
乱
〜
能
『
桜

川
』
の
物
語
に
よ
る
ラ
プ

ソ
デ
ィ
」
と
い
う
曲
で
、

「
和
」
の
響
き
を
大
切
に

演
奏
し
ま
し
た
。
東
関
東

大
会
出
場
団
体
の
中
で

は
、
最
少
の
10
人
で
挑
ん

だ
私
た
ち
で
し
た
が
、
人

数
が
少
な
い
分
、
他
の
人

に
隠
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
た
め
、
自
分
の
音
に
責

任
を
も
っ
て
演
奏
に
臨
ん

だ
こ
と
が
、
結
果
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
中
学
部
吹
奏
楽
部

部
長
　
日
原
碧
美
）

【
高
等
部
】

個
人
競
技
で
の
仲
間
の
つ
な
が
り

　
今
年
8
月
、
北
海
道
で

行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
4
×
100
m
フ
リ
ー
リ

レ
ー
・
4
×
200
m
フ
リ
ー
リ

レ
ー
に
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
普
段
、
別
々
で
練

習
を
行
っ
て
い
る
部
員
た

ち
が
こ
の
日
の
た
め
に
心

【
高
等
部
】

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
で
世
界
に
挑
む

　
私
は
イ
ン
ラ
イ
ン
ス

ケ
ー
ト
と
い
う
、
靴
底
に

車
輪
が
縦
1
列
に
並
ん
だ

ス
ケ
ー
ト
靴
を
履
い
て
技

や
ス
ピ
ー
ド
な
ど
を
競
う

競
技
を
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
の
全
日
本

選
手
権
で
は
3
種
目
優
勝

を
果
た
し
、
日
本
代
表
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。10
月

に
中
国
で
行
わ
れ
た
ア
ジ

ア
選
手
権
で
は
6
位
入
賞

を
収
め
、
11
月
に
同
じ
く

中
国
で
行
わ
れ
た
世
界
選

手
権
で
は
入
賞
を
す
る
こ

【
中
学
部
】

み
ん
な
で
掴
ん
だ
全
国
準
優
勝
！

　
京
王
J
r
．ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ2

023ｰ2
4

は
、

2
0
2
4
年
1
月
4
日
〜
8
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
年
連
続
の
出
場
で
す
。今
年
の
チ
ー
ム
は
夏
に
行
わ
れ
た
全

国
中
学
校
大
会
で
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
折
尾
中

学
校
（
福
岡
）
に
24
点
差
で
敗
れ
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
で
し

た
。こ
の
結
果
を
選
手
た
ち
と
振
り
返
り
、
練
習
を
積
み
重
ね

て
こ
の
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。選
手
た
ち
は
一
回
戦
か
ら
素
晴

ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝

で
は
夏
に
破
れ
た
折
尾
中
学
を
延
長
戦
の
末
73
ー
72
と
逆
転

勝
利
を
し
て
全
中
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
、
決
勝
戦
へ
進
み
、

留
学
生
が
２
名
い
る
京
都
精
華
学
園
中
学
と
の
決
勝
へ
進
み

ま
し
た
。結
果
は
61
ー

82
で
敗
戦
。準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。敗
れ
は

し
ま
し
た
が
1
回
戦

か
ら
6
試
合
を
笑
顔

で
戦
い
抜
い
た
選
手

た
ち
の
戦
い
ぶ
り
に

は
観
客
か
ら
も
大
き

な
声
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
の
準
優
勝

は
メ
ン
バ
ー
の
15
名

だ
け
で
は
な
く
、
部
員

全
員
で
勝
ち
取
っ
た

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
選
手
た
ち
の
成

長
に
感
動
と
感
謝
の

表彰後メンバー全員で記念写真
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〈特集 3〉活躍する生徒たち

10
人
で
初
の
東
関
東
出
場
を
達
成

【
高
等
部
】

初
め
て
Ａ
部
門
で
挑
ん
だ

東
関
東
大
会

　
高
等
部
吹
奏
楽
部
は
、
初
め

て
A
部
門
で
コ
ン
ク
ー
ル
に
臨
み

ま
し
た
。Ａ
部
門
で
は
、
課
題
曲

と
自
由
曲
を
演
奏
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
相
模

原
大
会
か
ら
し
て
激
戦
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
伝
統
（
東
日
本
大

会
金
賞
3
回
な
ど
）
を
乗
り
越

え
て
い
く
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り

【
高
等
部
】

目
標
を
掲
げ
る
大
切
さ

10
月
に
行
わ
れ
た
関
東
大

会
で
1
位
を
受
賞
し
ま
し

た
。本
番
は
満
足
の
い
く
演

技
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
創
部
以
来
初
の
関
東
大

会
で
1
位
を
い
た
だ
き
、
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。早
い
段
階
か
ら
目

標
を
決
め
、
目
標
を
見
え
る

所
に
貼
っ
て
、
目
標
達
成
に

向
け
て
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。一
人
一
人
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、
休

憩
中
も
個
人
で
練
習
す
る
姿

が
多
く
見
ら
れ
た
の
も
目
標

達
成
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

大
会
ご
と
に
目
標
を
立
て

て
、
み
ん
な
で
共
有
し
た
う

え
で
大
会
に
臨
ん
だ
結
果
、

私
た
ち
は
今
年
度
、
関
東
大

会
1
位
を
含
め
２
つ
の
歴
代

最
高
位
を
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。全
て
の
大
会
で
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
目
標
を
掲
げ
て

練
習
を
す
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
1
年
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
経

験
を
生
か
し
て
、大
学
で
も
目
標
に
向
か
っ
て
バ
ト
ン
を
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。（

高
等
部
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部

榎
本
夢
乃
）

2023アジア選手権バトルスラローム

気
持
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。日
本
一
へ
の
あ
と
一

勝
は
後
輩
た
ち
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。

（
中
学
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問

田
島
稔
）

と
は
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
、
堂
々
と
自
分
の
実
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、
海
外
選
手
達
と
沢
山
交
流
を

す
る
こ
と
が
出
来
て
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
よ
り
一
層
努
力
を
し
て
、
世
界
の
上
位
選
手
と
戦
う
こ
と

が
出
来
る
選
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
等
部
ス
キ
ー
部

青
木
詩
乃
）コンクールを牽引した高校3年生

水戸市民会館で熱演したメンバー

ジャパンカップでノードロップ 全国大会では3年連続の金賞関東大会では千葉県知事賞を受賞

を
一
つ
に
し
て
臨
み
ま
し

た
。
北
相
地
区
大
会
で
は

圧
倒
的
な
得
点
差
を
つ
け

て
優
勝
し
、
8
連
覇
し
ま

し
た
。
個
人
個
人
で
ベ
ス

ト
を
更
新
し
、
こ
れ
が
8

連
覇
と
い
う
結
果
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の

規
制
が
緩
和
さ
れ
、
応
援

が
可
能
に
な
っ
た
会
場
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
応

援
コ
ー
ル
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

応
援
の
お
か
げ
で
よ
り
一

層
、
部
活
の
絆
が
強
く

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
仲

間
の
大
切
さ
を
実
感
し
た

年
に
な
り
ま
し
た
。

（
高
等
部
水
泳
部

齋
藤
栞
）

部員の声援を胸に北相地区大会8連覇！2023アジア選手権スピードスラローム

仲間と掴んだインターハイ出場

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
部
訓
「
花
」
を
胸
に
、『
必
ず
自
分
た

ち
ら
し
い
「
花
」
を
咲
か
せ
る
ん
だ
』
と
い
う
意
志
を
も
って
臨

み
ま
し
た
。
夏
休
み
最
終
盤
に
は
、
改
め
て
高
3
で
東
関
東
への

決
意
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。Ａ
部
門
初
挑
戦
で
の
「
銀
賞
」
は
、

十
分
に
手
ご
た
え
の
あ
る
結
果
で
し
た
。
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
高
等
部
吹
奏
楽
部
部
長
　
髙
橋
瑛
実
莉
）
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【
中
学
部
】

10
人
で「
歴
史
を
塗
り
替
え
」て

東
関
東
大
会
へ
！

　
中
学
部
吹
奏
楽
部
は
、

夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
創
部

以
来
初
の
東
関
東
大
会
出

場
を
果
た
し
、
銀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
県
大
会
銀

賞
（
2
0
2
2
年
度
）
が

最
高
位
で
し
た
の
で
、「
歴

史
を
塗
り
替
え
た
」
と
大

喜
び
し
ま
し
た
。
演
奏
し

た
の
は
「
繚
乱
〜
能
『
桜

川
』
の
物
語
に
よ
る
ラ
プ

ソ
デ
ィ
」
と
い
う
曲
で
、

「
和
」
の
響
き
を
大
切
に

演
奏
し
ま
し
た
。
東
関
東

大
会
出
場
団
体
の
中
で

は
、
最
少
の
10
人
で
挑
ん

だ
私
た
ち
で
し
た
が
、
人

数
が
少
な
い
分
、
他
の
人

に
隠
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
た
め
、
自
分
の
音
に
責

任
を
も
っ
て
演
奏
に
臨
ん

だ
こ
と
が
、
結
果
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
中
学
部
吹
奏
楽
部

部
長
　
日
原
碧
美
）

【
高
等
部
】

個
人
競
技
で
の
仲
間
の
つ
な
が
り

今
年
8
月
、
北
海
道
で

行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
4
×
100
m
フ
リ
ー
リ

レ
ー
・
4
×
200
m
フ
リ
ー
リ

レ
ー
に
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
普
段
、
別
々
で
練

習
を
行
っ
て
い
る
部
員
た

ち
が
こ
の
日
の
た
め
に
心

【
高
等
部
】

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
で
世
界
に
挑
む

　
私
は
イ
ン
ラ
イ
ン
ス

ケ
ー
ト
と
い
う
、
靴
底
に

車
輪
が
縦
1
列
に
並
ん
だ

ス
ケ
ー
ト
靴
を
履
い
て
技

や
ス
ピ
ー
ド
な
ど
を
競
う

競
技
を
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
の
全
日
本

選
手
権
で
は
3
種
目
優
勝

を
果
た
し
、
日
本
代
表
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。10
月

に
中
国
で
行
わ
れ
た
ア
ジ

ア
選
手
権
で
は
6
位
入
賞

を
収
め
、
11
月
に
同
じ
く

中
国
で
行
わ
れ
た
世
界
選

手
権
で
は
入
賞
を
す
る
こ

【
中
学
部
】

み
ん
な
で
掴
ん
だ
全
国
準
優
勝
！
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イ
ン
タ
ー
カ
ッ
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は
、

2
0
2
4
年
1
月
4
日
〜
8
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
年
連
続
の
出
場
で
す
。今
年
の
チ
ー
ム
は
夏
に
行
わ
れ
た
全

国
中
学
校
大
会
で
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
折
尾
中

学
校
（
福
岡
）
に
24
点
差
で
敗
れ
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
で
し

た
。こ
の
結
果
を
選
手
た
ち
と
振
り
返
り
、
練
習
を
積
み
重
ね

て
こ
の
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。選
手
た
ち
は
一
回
戦
か
ら
素
晴

ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝

で
は
夏
に
破
れ
た
折
尾
中
学
を
延
長
戦
の
末
73
ー
72
と
逆
転

勝
利
を
し
て
全
中
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
、
決
勝
戦
へ
進
み
、

留
学
生
が
２
名
い
る
京
都
精
華
学
園
中
学
と
の
決
勝
へ
進
み

ま
し
た
。結
果
は
61
ー

82
で
敗
戦
。準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。敗
れ
は

し
ま
し
た
が
1
回
戦

か
ら
6
試
合
を
笑
顔

で
戦
い
抜
い
た
選
手

た
ち
の
戦
い
ぶ
り
に

は
観
客
か
ら
も
大
き

な
声
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
の
準
優
勝

は
メ
ン
バ
ー
の
15
名

だ
け
で
は
な
く
、
部
員

全
員
で
勝
ち
取
っ
た

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
選
手
た
ち
の
成

長
に
感
動
と
感
謝
の
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10
人
で
初
の
東
関
東
出
場
を
達
成

【
高
等
部
】

初
め
て
Ａ
部
門
で
挑
ん
だ

東
関
東
大
会

　
高
等
部
吹
奏
楽
部
は
、
初
め

て
A
部
門
で
コ
ン
ク
ー
ル
に
臨
み

ま
し
た
。Ａ
部
門
で
は
、
課
題
曲

と
自
由
曲
を
演
奏
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
相
模

原
大
会
か
ら
し
て
激
戦
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
伝
統
（
東
日
本
大

会
金
賞
3
回
な
ど
）
を
乗
り
越

え
て
い
く
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り

【
高
等
部
】

目
標
を
掲
げ
る
大
切
さ

　
10
月
に
行
わ
れ
た
関
東
大

会
で
1
位
を
受
賞
し
ま
し

た
。本
番
は
満
足
の
い
く
演

技
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
創
部
以
来
初
の
関
東
大

会
で
1
位
を
い
た
だ
き
、
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。早
い
段
階
か
ら
目

標
を
決
め
、
目
標
を
見
え
る

所
に
貼
っ
て
、
目
標
達
成
に

向
け
て
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。一
人
一
人
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、
休

憩
中
も
個
人
で
練
習
す
る
姿

が
多
く
見
ら
れ
た
の
も
目
標

達
成
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
大
会
ご
と
に
目
標
を
立
て

て
、
み
ん
な
で
共
有
し
た
う

え
で
大
会
に
臨
ん
だ
結
果
、

私
た
ち
は
今
年
度
、
関
東
大

会
1
位
を
含
め
２
つ
の
歴
代

最
高
位
を
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。全
て
の
大
会
で
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
目
標
を
掲
げ
て

練
習
を
す
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
1
年
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
経

験
を
生
か
し
て
、大
学
で
も
目
標
に
向
か
っ
て
バ
ト
ン
を
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。（

高
等
部
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
　
榎
本
夢
乃
）
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気
持
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。日
本
一
へ
の
あ
と
一

勝
は
後
輩
た
ち
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。

（
中
学
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問

田
島
稔
）

と
は
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
、
堂
々
と
自
分
の
実
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、
海
外
選
手
達
と
沢
山
交
流
を

す
る
こ
と
が
出
来
て
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
よ
り
一
層
努
力
を
し
て
、
世
界
の
上
位
選
手
と
戦
う
こ
と

が
出
来
る
選
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
等
部
ス
キ
ー
部
　
青
木
詩
乃
）コンクールを牽引した高校3年生

水戸市民会館で熱演したメンバー
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を
一
つ
に
し
て
臨
み
ま
し

た
。
北
相
地
区
大
会
で
は

圧
倒
的
な
得
点
差
を
つ
け

て
優
勝
し
、
8
連
覇
し
ま

し
た
。
個
人
個
人
で
ベ
ス

ト
を
更
新
し
、
こ
れ
が
8

連
覇
と
い
う
結
果
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の

規
制
が
緩
和
さ
れ
、
応
援

が
可
能
に
な
っ
た
会
場
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
応

援
コ
ー
ル
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

応
援
の
お
か
げ
で
よ
り
一

層
、
部
活
の
絆
が
強
く

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
仲

間
の
大
切
さ
を
実
感
し
た

年
に
な
り
ま
し
た
。

（
高
等
部
水
泳
部
　
齋
藤
栞
）

部員の声援を胸に北相地区大会8連覇！2023アジア選手権スピードスラローム

仲間と掴んだインターハイ出場

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
部
訓
「
花
」
を
胸
に
、『
必
ず
自
分
た

ち
ら
し
い
「
花
」
を
咲
か
せ
る
ん
だ
』
と
い
う
意
志
を
も
って
臨

み
ま
し
た
。
夏
休
み
最
終
盤
に
は
、
改
め
て
高
3
で
東
関
東
への

決
意
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。Ａ
部
門
初
挑
戦
で
の
「
銀
賞
」
は
、

十
分
に
手
ご
た
え
の
あ
る
結
果
で
し
た
。
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
（
高
等
部
吹
奏
楽
部
部
長
　
髙
橋
瑛
実
莉
）



　
山
田
純
日
本
語
日

本
文
学
科
教
授
が
司

会
を
務
め
る
な
か
、

田
畑
雅
英
学
長
に
よ

る
挨
拶
で
講
演
会
が

始
ま
り
、
2
0
2
4

年
4
月
に
開
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
『
相

模
女
子
大
学
日
本
学

国
際
研
究
所
』
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
踏
ま
え
た
、ピ
ー
タ
ー
・
Ｊ
・マ
ク
ミ

ラ
ン
客
員
教
授
に
よ
る
講
演
「Japanology

：

日
本
学
―
新
し
い
時
代
の
新
し
い
学
び
」
を

行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
林
正
身
研
究
所

開
設
準
備
室
長
よ
り
、
相
模
女
子
大
学
日
本

学
国
際
研
究
所
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
講
演
後
の

質
疑
応
答
で
は
、
講
演
内
容
や
本
研
究
所
に

関
す
る
質
問
が
な
さ
れ
、「
今
後
の
日
本
学
国

際
研
究
所
に
期
待
す
る
」
等
の
ご
意
見
・
ご

感
想
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
は
、
本
学
学
生
や
学
内
関

係
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
方
々
に
も
多
数

ご
参
加
い
た
だ
き
、
来
年
4
月
に
開
設
予
定

の
日
本
学
国
際
研
究
所
の
次
な
る
展
開
に
向

け
た
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
「
日
本
」
の
多
様
な
側
面
を
研
究
す

る
と
共
に
研
究
活
動
を
促
進
し
、
国
際
社
会
に

向
け
て
「
日
本
学
」
の
価
値
と
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
学
術
研
究
支
援
課
）
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「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」運
動
功
労
者（
団
体
）

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

11
月
7
日
（
火
）、
第
70
回
神
奈
川
県
社
会
福

祉
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
永
年

に
わ
た
り
本
県
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献
し
、

功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
称
え
る
と
と
も
に
、
そ
の

活
動
と
経
験
を
継
承

し
、「
と
も
に
生
き
る

社
会
」
づ
く
り
の
一
層

の
推
進
を
図
る
た
め
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
学
は
「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
」
運
動

功
労
者
（
団
体
）
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
、
神
奈
川
県
の

社
会
福
祉
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
務
課
）

学
園

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た

　
日
本
語
日
本
文
学
科
で
は
、
1
年
生
を
対
象

と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
「
キ
ャ
リ
ア
の

作
り
方
〜
先
輩
た
ち
の
就
職
体
験
談
〜
」
を
実

施
し
ま
し
た
。こ
の
講
演
会
は
、
将
来
の
仕
事

や
働
き
方
と
い
っ
た
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、「
低
学
年
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア

設
計
」「
先
輩
た
ち
の
就
職
体
験
談
」、「
地
域
連

携
活
動
」
等
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

就
職
体
験
談
で
は
、
本
学
の
職
員
の
数
名
か

ら
、
学
生
時
代
の
こ
と
や
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に

つ
い
て
の
話
し
が
あ
り
、
地
域
連
携
活
動
で

は
、
連
携
教
育
推
進
課
よ
り
本
学
の
社
会
貢
献

活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
語
日
本
文
学

科
で
は
、日
々
の
授
業

を
大
切
に
す
る
こ
と

と
共
に
、学
生
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

も
、低
学
年
か
ら
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

（
日
本
語
日
本
文
学
科
）

「
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
練
習
講
座
」

「
筆
記
試
験
対
策
講
座
」
等
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
大
学
3
年
生
お
よ
び
短
期
大
学
部
1
年
生

を
対
象
に
、
就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
3
月

に
向
け
、
学
科
担
当
職
員
と
の
面
談
に
加
え
、

就
職
に
関
す
る
様
々
な
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
学
生
個
人
で
は
対
策
が
難
し
い
「
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
練
習
講
座
」
や
「
グ
ル
ー
プ

面
接
練
習
講
座
」
を
は
じ
め
、「
筆
記
試
験
対

策
講
座
」
や
「
メ
イ
ク
講
座
」
を
開
催
し
ま
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相
模
女
子
大
学
に
お
け
る
生
涯
学
修
事
業

は
、
1
9
6
5
年
に
全
国
で
初
め
て
行
政
（
相

模
原
市
）
と
共
同
で
開
催
し
た
「
市
民
大
学
」

を
は
じ
め
、
本
学
独
自
で
開
講
す
る
教
養
講

座
「
さ
が
み
ア
カ
デ
ミ
ー
」、
正
規
科
目
を
学

生
と
一
緒
に
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
さ

が
み
学
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
等
、
開
か
れ
た

学
園
と
し
て
地
域
の
方
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
各
種
講
座
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

近
年
は
社
会
人
の
学
び
直
し
や
リ
ス
キ
リ
ン

グ
と
い
っ
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

「
多
様
な
生
涯
学
修
の
あ
り
方
」
の
検
討
を
進

め
、
就
業
す
る
女
性
を
対
象
と
し
た
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
育
成
講
座
や
、
障
害
者
と
共
に
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
生

涯
学
習
講
座
を
試
行

的
に
実
施
す
る
等
、

多
様
な
人
た
ち
が
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
新

た
な
講
座
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
こ

れ
ら
の
本
学
に
お
け

る
生
涯
学
修
講
座
の

取
り
組
み
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な

生
涯
学
修
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
職
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め

ら
れ
る
女
性
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
す
ま

す
自
分
自
身
を
磨
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
、
女
性
は
出
産
・
育
児
な

ど
に
よ
り
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
激
し

い
こ
と
や
、
周
囲
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
や
仲
間

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ

り
方
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
す
。

　
本
学
で
は
創
立
以
来
120
年
以
上
に
わ
た
り
、

学
び
を
通
し
て
女
性
の
自
立
を
支
援
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
今
日
の
組

織
に
ふ
さ
わ
し
い
柔
ら
か
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
養
成
を
目
指
し
た
講
座
と
し
て
「
未
来
志

向
の
女
性
に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成

講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

①
自
分
軸
に
基
づ
い
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
、②
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、③
仕
事

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
の
実
践
ス
キ
ル

と
知
識
、④
仕
事
と
人
生
に
新
た
な
発
想
を
も

た
ら
す
デ
ザ
イ
ン
思
考
と
い
っ
た
四
つ
の
エ
リ

ア
で
の
学
び
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
魅
力
を

再
発
見
し
、
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
る
講
座
で
す
。
今
年
度
は
、

卒
業
生
を
は
じ
め
11
名
（
エ
リ
ア
受
講
者
も
含

む
）
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

未
来
志
向
の
女
性
に
向
け
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
講
座

　
本
学
独
自
の
教
養
講
座
「
さ
が
み
ア
カ
デ

ミ
ー
」
で
は
、
春
季
と
秋
季
の
年
2
回
、
知

的
財
産
を
広
く
社
会
へ
還
元
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
本
学
の
伝
統
と
特
色
を
生
か
し
た
様
々

な
講
座
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
3

年
度
は
「
グ
ル
ー
バ
ル
な
問
題
：
英
語
で
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
」

「
風
土
記
を
読
む
」「
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
入
門
」

「
イ
ン
ド
の
食
卓
に
学
ぶ
ス
パ
イ
ス
の
知
恵
」

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
講
座
を
開
講

し
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
、
相
模
原
市
の
登
録
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
茜
館
（
旧
第
一
本
部
棟
）
を
使

用
し
て
お
り
、
本
学
の
歴
史
を
体
感
い
た
だ

け
ま
す
。（
必
要
機
材
に
応
じ
て
、
学
内
の
教

室
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）
2
0
2
4
年

度
春
季
さ
が
み
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
4
月
1
日

受
付
開
始
予
定
、
年
齢
や
性
別
の
制
限
な
く
、

ど
な
た
で
も
ご
受
講
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

で
す
。

さ
が
み
ア
カ
デ
ミ
ー

学園各部報告

学
園
各
部

報
告

さがみアカデミーパンフレット

学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

（
生
涯
学
修
事
業
）

特集4
〈特集 4〉学び続ける環境づくり（生涯学修事業）

社
会
起
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
に
関
心
の
あ
る
方
に
向
け

て
、
専
門
職
大
学
院
「
社
会
起
業
研
究
科
」

が
主
催
す
る
講
座
「
社
会
起
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
度
で
5
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
社
会
的
課
題
の
解

決
を
軸
と
し
た
テ
ー
マ
を
設
け
、
多
彩
な
ゲ

ス
ト
講
師
と
実
務
経
験
豊
富
な
大
学
院
の
専

任
教
員
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
講
座

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
土
曜
日
や
平
日
の
夜

に
開
催
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
形
式
と
な
り
ま
す
の
で
、「
忙
し
く
て
な

か
な
か
時
間
が
と
れ
な
い
」
と
い
う
方
も
、

ぜ
ひ
一
度
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

研
修
講
座

　
高
等
学
校
と
連
携
し
教
育
の
質
の
向
上
を

目
指
す
「
高
大
連
携
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、

神
奈
川
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
と
共
催
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
主
に
中
学
校
・
高
等

学
校
教
員
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す

が
、
教
育
に
ご
興

味
の
あ
る
一
般
の

方
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
対
面

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

の
開
催
と
な
り
ま

す
。

（
生
涯
学
修
支
援
課
）

未来志向の女性に向けたリーダーシップ育成講座風景

さがみアカデミー講座風景

第 70 回神奈川県社会福祉大会 表彰状

講演会の様子

し
た
。
ま
た
、
2
月
に
対
面
で
実
施
し
た
「
企

業
研
究
会
」
で
は
、
多
く
の
企
業
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
学
生
は
企
業
の
方
々
の
お
話
を
、

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
大
学
4
年
生
お
よ
び
短
期
大
学
部
2
年
生

に
つ
い
て
、
就
職
活
動
を
続
け
る
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
学
国
際
研
究
所
開
設
準
備
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

12
月
9
日
（
土
）
に
、
相
模
女
子
大
学
日

本
学
国
際
研
究
所
開
設
準
備
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
、
本
学
会
場
で
の
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施

さ
れ
、
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
約
130

名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
涯
学
修
特
別
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

今
年
4
月
に
開
設
を
予
定
し
て
い
る
「
相
模

女
子
大
学
日
本
学
国
際
研
究
所
」
の
事
前
講
座

と
し
て
、
日
本
学
国
際
研
究
所
開
設
準
備
室
と

松
竹
株
式
会
社
の
共
同
で
企
画
し
た
特
別
講

座
『
新
作
歌
舞
伎
を
創
る
喜
び
、
体
感
す
る
楽

し
み
―
歌
舞
伎
俳
優
・
片
岡
亀
蔵
さ
ん
に
聞 講演会の様子

特別講座　片岡亀蔵氏（右）　山田純先生（左）

く
―
』を
開
催
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
12
月
23
日（
土
）、
宮
藤
官
九
郎

作
・
演
出
の
シ
ネ
マ
歌
舞
伎『
唐
茄
子
屋
不
思

議
国
之
若
旦
那
』）
で
番
頭
小
辰
と
吉
原
た
ん

ぼ
の
蛙
ゲ
ゲ
コ
を
演
じ
て
い
る
片
岡
亀
蔵
氏

に
、
新
作
歌
舞
伎
の
舞
台
裏
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
歌

舞
伎
の
も
つ
高
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
海

外
公
演
の
思
い
出
を
振
り
返
り
「
海
外
で
の
歌

舞
伎
に
対
す
る
リ
ア
ル
な
反
応
」
な
ど
に
つ
い

て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、参
加
者
約
180
名
の
方
々
全
員
の
「
松

島
屋
！
」
と
い
う
声
が
け
で
ご
入
場
い
た
だ
く

な
ど
、
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
学
の

学
生
に
と
っ
て
も
歌
舞
伎
に
触
れ
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
生
涯
学
修
支
援
課
）

https://www.sagaaca.net/


　
山
田
純
日
本
語
日

本
文
学
科
教
授
が
司

会
を
務
め
る
な
か
、

田
畑
雅
英
学
長
に
よ

る
挨
拶
で
講
演
会
が

始
ま
り
、
2
0
2
4

年
4
月
に
開
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
『
相

模
女
子
大
学
日
本
学

国
際
研
究
所
』
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
踏
ま
え
た
、ピ
ー
タ
ー
・
Ｊ
・マ
ク
ミ

ラ
ン
客
員
教
授
に
よ
る
講
演
「Japanology 

：

日
本
学
―
新
し
い
時
代
の
新
し
い
学
び
」
を

行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
林
正
身
研
究
所

開
設
準
備
室
長
よ
り
、
相
模
女
子
大
学
日
本

学
国
際
研
究
所
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
講
演
後
の

質
疑
応
答
で
は
、
講
演
内
容
や
本
研
究
所
に

関
す
る
質
問
が
な
さ
れ
、「
今
後
の
日
本
学
国

際
研
究
所
に
期
待
す
る
」
等
の
ご
意
見
・
ご

感
想
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
は
、
本
学
学
生
や
学
内
関

係
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
方
々
に
も
多
数

ご
参
加
い
た
だ
き
、
来
年
4
月
に
開
設
予
定

の
日
本
学
国
際
研
究
所
の
次
な
る
展
開
に
向

け
た
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
「
日
本
」
の
多
様
な
側
面
を
研
究
す

る
と
共
に
研
究
活
動
を
促
進
し
、
国
際
社
会
に

向
け
て
「
日
本
学
」
の
価
値
と
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
学
術
研
究
支
援
課
）
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「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」運
動
功
労
者（
団
体
）　

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
11
月
7
日
（
火
）、
第
70
回
神
奈
川
県
社
会
福

祉
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
永
年

に
わ
た
り
本
県
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献
し
、

功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
称
え
る
と
と
も
に
、
そ
の

活
動
と
経
験
を
継
承

し
、「
と
も
に
生
き
る

社
会
」
づ
く
り
の
一
層

の
推
進
を
図
る
た
め
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
」
運
動

功
労
者
（
団
体
）
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
、
神
奈
川
県
の

社
会
福
祉
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
務
課
）

学
園

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た

　
日
本
語
日
本
文
学
科
で
は
、
1
年
生
を
対
象

と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
「
キ
ャ
リ
ア
の

作
り
方
〜
先
輩
た
ち
の
就
職
体
験
談
〜
」
を
実

施
し
ま
し
た
。こ
の
講
演
会
は
、
将
来
の
仕
事

や
働
き
方
と
い
っ
た
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、「
低
学
年
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア

設
計
」「
先
輩
た
ち
の
就
職
体
験
談
」、「
地
域
連

携
活
動
」
等
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

就
職
体
験
談
で
は
、
本
学
の
職
員
の
数
名
か

ら
、
学
生
時
代
の
こ
と
や
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に

つ
い
て
の
話
し
が
あ
り
、
地
域
連
携
活
動
で

は
、
連
携
教
育
推
進
課
よ
り
本
学
の
社
会
貢
献

活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
語
日
本
文
学

科
で
は
、日
々
の
授
業

を
大
切
に
す
る
こ
と

と
共
に
、学
生
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

も
、低
学
年
か
ら
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

（
日
本
語
日
本
文
学
科
）

「
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
練
習
講
座
」

「
筆
記
試
験
対
策
講
座
」
等
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
大
学
3
年
生
お
よ
び
短
期
大
学
部
1
年
生

を
対
象
に
、
就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
3
月

に
向
け
、
学
科
担
当
職
員
と
の
面
談
に
加
え
、

就
職
に
関
す
る
様
々
な
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
学
生
個
人
で
は
対
策
が
難
し
い
「
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
練
習
講
座
」
や
「
グ
ル
ー
プ

面
接
練
習
講
座
」
を
は
じ
め
、「
筆
記
試
験
対

策
講
座
」
や
「
メ
イ
ク
講
座
」
を
開
催
し
ま
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相
模
女
子
大
学
に
お
け
る
生
涯
学
修
事
業

は
、
1
9
6
5
年
に
全
国
で
初
め
て
行
政
（
相

模
原
市
）
と
共
同
で
開
催
し
た
「
市
民
大
学
」

を
は
じ
め
、
本
学
独
自
で
開
講
す
る
教
養
講

座
「
さ
が
み
ア
カ
デ
ミ
ー
」、
正
規
科
目
を
学

生
と
一
緒
に
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
さ

が
み
学
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
等
、
開
か
れ
た

学
園
と
し
て
地
域
の
方
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
各
種
講
座
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

近
年
は
社
会
人
の
学
び
直
し
や
リ
ス
キ
リ
ン

グ
と
い
っ
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

「
多
様
な
生
涯
学
修
の
あ
り
方
」
の
検
討
を
進

め
、
就
業
す
る
女
性
を
対
象
と
し
た
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
育
成
講
座
や
、
障
害
者
と
共
に
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
生

涯
学
習
講
座
を
試
行

的
に
実
施
す
る
等
、

多
様
な
人
た
ち
が
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
新

た
な
講
座
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
こ

れ
ら
の
本
学
に
お
け

る
生
涯
学
修
講
座
の

取
り
組
み
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な

生
涯
学
修
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
職
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め

ら
れ
る
女
性
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
す
ま

す
自
分
自
身
を
磨
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
、
女
性
は
出
産
・
育
児
な

ど
に
よ
り
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
激
し

い
こ
と
や
、
周
囲
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
や
仲
間

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ

り
方
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
す
。

　
本
学
で
は
創
立
以
来
120
年
以
上
に
わ
た
り
、

学
び
を
通
し
て
女
性
の
自
立
を
支
援
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
今
日
の
組

織
に
ふ
さ
わ
し
い
柔
ら
か
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
養
成
を
目
指
し
た
講
座
と
し
て
「
未
来
志

向
の
女
性
に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成

講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
①
自
分
軸
に
基
づ
い
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
、②
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、③
仕
事

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
の
実
践
ス
キ
ル

と
知
識
、④
仕
事
と
人
生
に
新
た
な
発
想
を
も

た
ら
す
デ
ザ
イ
ン
思
考
と
い
っ
た
四
つ
の
エ
リ

ア
で
の
学
び
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
魅
力
を

再
発
見
し
、
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
る
講
座
で
す
。
今
年
度
は
、

卒
業
生
を
は
じ
め
11
名
（
エ
リ
ア
受
講
者
も
含

む
）
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

未
来
志
向
の
女
性
に
向
け
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
講
座

　
本
学
独
自
の
教
養
講
座
「
さ
が
み
ア
カ
デ

ミ
ー
」
で
は
、
春
季
と
秋
季
の
年
2
回
、
知

的
財
産
を
広
く
社
会
へ
還
元
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
本
学
の
伝
統
と
特
色
を
生
か
し
た
様
々

な
講
座
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
3

年
度
は
「
グ
ル
ー
バ
ル
な
問
題
：
英
語
で
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
」

「
風
土
記
を
読
む
」「
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
入
門
」

「
イ
ン
ド
の
食
卓
に
学
ぶ
ス
パ
イ
ス
の
知
恵
」

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
講
座
を
開
講

し
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
、
相
模
原
市
の
登
録
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
茜
館
（
旧
第
一
本
部
棟
）
を
使

用
し
て
お
り
、
本
学
の
歴
史
を
体
感
い
た
だ

け
ま
す
。（
必
要
機
材
に
応
じ
て
、
学
内
の
教

室
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）
2
0
2
4
年

度
春
季
さ
が
み
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
4
月
1
日

受
付
開
始
予
定
、
年
齢
や
性
別
の
制
限
な
く
、

ど
な
た
で
も
ご
受
講
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

で
す
。

さ
が
み
ア
カ
デ
ミ
ー

学園各部報告 

学
園
各
部

報
告

さがみアカデミーパンフレット

学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

（
生
涯
学
修
事
業
）

特集4
〈特集 4〉学び続ける環境づくり（生涯学修事業）

社
会
起
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
に
関
心
の
あ
る
方
に
向
け

て
、
専
門
職
大
学
院
「
社
会
起
業
研
究
科
」

が
主
催
す
る
講
座
「
社
会
起
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
度
で
5
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
社
会
的
課
題
の
解

決
を
軸
と
し
た
テ
ー
マ
を
設
け
、
多
彩
な
ゲ

ス
ト
講
師
と
実
務
経
験
豊
富
な
大
学
院
の
専

任
教
員
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
講
座

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
土
曜
日
や
平
日
の
夜

に
開
催
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
形
式
と
な
り
ま
す
の
で
、「
忙
し
く
て
な

か
な
か
時
間
が
と
れ
な
い
」
と
い
う
方
も
、

ぜ
ひ
一
度
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

研
修
講
座

高
等
学
校
と
連
携
し
教
育
の
質
の
向
上
を

目
指
す
「
高
大
連
携
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、

神
奈
川
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
と
共
催
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
主
に
中
学
校
・
高
等

学
校
教
員
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す

が
、
教
育
に
ご
興

味
の
あ
る
一
般
の

方
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
対
面

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

の
開
催
と
な
り
ま

す
。

（
生
涯
学
修
支
援
課
）

未来志向の女性に向けたリーダーシップ育成講座風景

さがみアカデミー講座風景

第 70 回神奈川県社会福祉大会 表彰状

講演会の様子

し
た
。
ま
た
、
2
月
に
対
面
で
実
施
し
た
「
企

業
研
究
会
」
で
は
、
多
く
の
企
業
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
学
生
は
企
業
の
方
々
の
お
話
を
、

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
大
学
4
年
生
お
よ
び
短
期
大
学
部
2
年
生

に
つ
い
て
、
就
職
活
動
を
続
け
る
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
学
国
際
研
究
所
開
設
準
備
講
演
会
を
　

開
催
し
ま
し
た

　
12
月
9
日
（
土
）
に
、
相
模
女
子
大
学
日

本
学
国
際
研
究
所
開
設
準
備
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
、
本
学
会
場
で
の
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施

さ
れ
、
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
約
130

名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
涯
学
修
特
別
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

　
今
年
4
月
に
開
設
を
予
定
し
て
い
る
「
相
模

女
子
大
学
日
本
学
国
際
研
究
所
」
の
事
前
講
座

と
し
て
、
日
本
学
国
際
研
究
所
開
設
準
備
室
と

松
竹
株
式
会
社
の
共
同
で
企
画
し
た
特
別
講

座
『
新
作
歌
舞
伎
を
創
る
喜
び
、
体
感
す
る
楽

し
み
―
歌
舞
伎
俳
優
・
片
岡
亀
蔵
さ
ん
に
聞 講演会の様子

特別講座　片岡亀蔵氏（右）　山田純先生（左）

く
―
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
3
年
12
月
23
日（
土
）、
宮
藤
官
九
郎

作
・
演
出
の
シ
ネ
マ
歌
舞
伎『
唐
茄
子
屋
不
思

議
国
之
若
旦
那
』）
で
番
頭
小
辰
と
吉
原
た
ん

ぼ
の
蛙
ゲ
ゲ
コ
を
演
じ
て
い
る
片
岡
亀
蔵
氏

に
、
新
作
歌
舞
伎
の
舞
台
裏
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
歌

舞
伎
の
も
つ
高
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
海

外
公
演
の
思
い
出
を
振
り
返
り
「
海
外
で
の
歌

舞
伎
に
対
す
る
リ
ア
ル
な
反
応
」
な
ど
に
つ
い

て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、参
加
者
約
180
名
の
方
々
全
員
の
「
松

島
屋
！
」
と
い
う
声
が
け
で
ご
入
場
い
た
だ
く

な
ど
、
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
学
の

学
生
に
と
っ
て
も
歌
舞
伎
に
触
れ
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
（
生
涯
学
修
支
援
課
）



ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
　
探
究
成
果
発
表
会

「
Ａ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
初
代
王
者
が
決
定

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
で
は
各
自
の
関
心
あ

る
テ
ー
マ
で
探
究
活
動
を
行
い
、
そ
の
集
大
成

と
し
て
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
私
の

探
究
テ
ー
マ
は
「
海
外
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

日
本
食
が
あ
る
の
は
な
ぜ
？
」
で
す
。
納
豆
を

代
表
例
に
食
文
化
や
食
嗜
好
の
形
成
に
つ
い
て

調
べ
た
結
果
、
そ
の
形
成
に
は
長
い
歴
史
と
気

候
風
土
が
関
係
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

海
外
の
人
に
は
そ

の
食
品
を
食
べ
て

き
た
歴
史
が
な
い

た
め
、
抵
抗
感
が

あ
る
の
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

日
本
人
が
納
豆
な

ど
の
「
ネ
バ
ネ
バ
食

品
」
に
抵
抗
感
を

抱
か
な
い
の
は
、
主

食
で
あ
り
栄
養
源

の
米
に
粘
性
が
あ

る
た
め
だ
と
考
え

ま
し
た
。

（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス

2
年
　
眞
分
香
凛
）
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　1911（明治 44）年、創立者の西澤之助は経営難に陥った帝国女子専門学校と附属日本高等

女学校の校長を辞職し、平山成信が二代目の校長に就任しました。

1914（大正3）年に平山成信が東京市小石川区長に宛てた履歴書によると、1873（明治6）年

に博覧会事務局吏としてオーストリアのウィーンに派遣され、その後 2 年間欧州に駐在しま

した。ウィーン万国博覧会の総裁は大隈重信、副総裁は佐野常民（のちの日本赤十字社となる博愛社の創立者）で、後年に

なって平山成信が書いた回顧録『昨夢録』には、この二人の写真も掲載されています。また、外務省や大蔵省などの勤務を経

て、今の内閣官房長官に当たる内閣書記官長を二度も勤めました。

この履歴書にはありませんが、のちの法政大学となる和仏法律学校の理事や監事を勤め、日本赤十字社の副社長（1917

～ 1920 年）、五代目社長（1920 ～ 1929 年）を歴任。また、日本初の学術団体「啓明会」（1918 年設立）理事長や私財を投じて

貧困で学校へ行けない児童のための私立学校（慈善学校）「素山学校」を1903（明治 36）年１月、東京都文京区小石川の地に

設立・開校し、その運営に当たるなどの功績もあります。

その人柄は温厚で、教育事業に深い理解と国際的な視野をもった人であったため「学校再興のためには適任者であっ

た」と、当時の学校関係者が喜んだとの記録が残っています。

平山成信は無給で校長職を勤め、私財を注いで学校を再建しました。

（アーカイブ室設置準備室）

二代目校長  平山成信（1854～1929年）

参考文献：『相模女子大学六十年史』『相模女子大学八十年史』『校舎は焼けても、学校は焼けない－相模女子大学の110 年－』

認
定
こ
ど
も
園
幼
稚
部

小
学
部

中
学
部
・
高
等
部

子
ど
も
た
ち
と
植
え
た
さ
つ
ま
い
も
を
使
っ
て

食
育
活
動
を
行
い
ま
し
た
　

　
年
中
組
で
は
、
1
学
期
に
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
裏
庭
の
畑
に
植
え
た
さ
つ
ま
い
も
を
11
月

に
収
穫
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
子
ど

も
た
ち
の
食
へ
の
興
味
が
広
が
り
、
各
ク
ラ
ス

で
調
理
方
法
を
子
ど
も
た
ち
と
相
談
し
、
ス
イ

ー
ト
ポ
テ
ト
・
焼
き
芋
・
さ
つ
ま
い
も
ご
飯
作
り

を
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
作
り
を
行
っ
た
ク
ラ
ス
で

は
、
さ
つ
ま
い
も
を
洗
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、

さ
つ
ま
い
も
を
潰
し
た
り
丸
め
た
り
す
る
と
こ

ろ
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
段
々

と
さ
つ
ま
い
も
の
良
い
匂
い
が
広
が
っ
て
い
く

と
、子
ど
も
た
ち
も
「
甘
い
匂
い
が
す
る
！
」「
中

は
黄
色
っ
ぽ
い
ね
」
な
ど
感
じ
た
こ
と
を
話
し

な
が
ら
楽
し
く
調
理
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
が
出
来
上
が
る
と
「
バ
タ
ー

の
味
で
す
ご
く
美
味
し
い
！
」「
柔
ら
か
く
て
美

味
し
い
」
と
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
職
員
室
に
い
る
先
生
や
さ
つ
ま
い
も
の

苗
を
用
意
し
て
く
れ
た
先
生
に
も
、
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
作
っ
た
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
を

配
り
ま
し
た
。「
す
ご
く
美
味
し
い
ね
」
と
言
わ

れ
る
と
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
し
な
が
ら
作
り
方

を
説
明
し
た
り
、
使
っ
た
材
料
を
話
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
自
由
遊
び
の
時
間
に

は
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
の
レ
シ
ピ
本
を
作
り
、
ご

っ
こ
遊
び
に
取
り
入
れ

て
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
も
食
に
関

す
る
興
味
を
よ
り
深

め
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
や
会
話

の
中
の
つ
ぶ
や
き
を
大

切
に
拾
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
畠
山
）

大学の先生方や保護者も参観しました
王者の証

アカデミックガウンを贈呈

中
学
部
　
沖
縄
た
の
シ
ー
サ
ー

　
私
は
修
学
旅
行

を
通
し
て
沖
縄
の

海
へ
の
感
じ
方
が

変
わ
り
ま
し
た
。

最
初
は
修
学
旅
行

に
遊
び
感
覚
で
行

っ
て
い
ま
し
た

が
、
い
ざ
平
和
資

料
館
に
入
り
沖
縄

戦
に
つ
い
て
学
ぶ

と
、
自
分
が
今
い

る
所
に
本
当
に
戦

争
が
あ
っ
た
の
だ

な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ

の
学
び
を
得
た
後

に
見
る
海
は
、
綺

麗
な
の
と
は
裏
腹

に
た
く
さ
ん
の
残

酷
な
戦
い
が
積
み

重
な
っ
て
い
る
の

だ
と
考
え
る
と
、

純
粋
な
気
持
ち
で

沖
縄
の
海
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
修
学
旅
行

感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
過
ご
し
た
　
　
　
　

５
年
生
の
ス
キ
ー
学
校

１
月
８
日
〜
10
日
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
北

八
ヶ
岳
山
麓
、
標
高
1
4
0
0
ｍ
に
あ
る
ス
キ
ー

場
「
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
バ
レ
ー
小
海
」
で
５

年
生
の
ス
キ
ー
学
校
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
の
ス
キ
ー
学
校
か
ら
、
よ
り
子
ど
も
の
安
全

と
技
術
向
上
を
考
え
、
基
本
的
に
各
ス
キ
ー
チ

ー
ム
を
現
地
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
、

小
学
部
教
員
が
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
入
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
初
心
者
チ
ー
ム
は
板
、
ス
ト
ッ
ク
、

ブ
ー
ツ
と
い
っ
た
用
具
の
扱
い
か
ら
学
び
、
2
日

目
に
は
リ
フ
ト
に
乗
り
、
落
ち
着
い
て
板
を
ハ
の

字
に
開
き
、
し
っ
か
り
と
ス
ピ
ー
ド
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
斜
面
を
滑
り
降
り
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
経
験
者
チ
ー
ム
は
、
ス
キ

ー
場
の
中
で
一
番
高
い
と
こ
ろ
ま
で
リ
フ
ト
で
上

が
り
、
滑
っ
て
降
り
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
不
安
な
気
持
ち
を
乗
り
越
え
、
意
欲
的
に

練
習
に
臨
み
、
確
実
に
上
達
し
て
い
る
こ
と
が

子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
自
信
と
な
り
、
雪
山
の

美
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
元
日
か
ら
心
を
痛
め
る
出
来
事
が
続
く
中
で
、

ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
や
現
地
の
ス
キ
ー
指
導
員

の
方
た
ち
の
お
陰
で
安
全
に
、
ま
た
予
定
通
り

に
ス
キ
ー
学
校
を

実
施
で
き
た
こ
と

に
感
謝
を
し
な
が

ら
過
ご
し
、
ス
キ

ー
の
練
習
で
も
ホ

テ
ル
で
の
生
活
で

も
5
年
生
の
成
長

を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
充
実
し
た

3
日
間
と
な
り
ま

し
た
。
（
小
勝
）

は
、
学
び
と
絆
が

深
ま
っ
た
も
の
に

な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
沖
縄
に

行
く
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
今
回
の
も

の
と
重
ね
、
素
敵

な
思
い
出
を
振
り

返
り
な
が
ら
旅
を

し
た
い
で
す
。（

中
学
部
3
年
　
久
保
田
陽
愛
）

潰したさつまいもを好きな形にしました

し
た
。
ま
た
、
2
月
に
対
面
で
実
施
し
た
「
企
業

研
究
会
」
で
は
、
多
く
の
企
業
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
学
生
は
企
業
の
方
々
の
お
話
を
直
接
聞
く

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
4
年
生
お
よ
び
短
期
大
学
部
2
年
生

に
つ
い
て
、
就
職
活
動
を
続
け
る
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
就
職
支
援
課
）水牛体験 ビーチ散策沖縄平和祈念資料館

大学の先生方や保護者も参観しました エイサー鑑賞王者の証、アカデミックガウンを贈呈

きれいなトレーンを作って滑ります
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の
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と
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ポ
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発
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を
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探
究
テ
ー
マ
は
「
海
外
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

日
本
食
が
あ
る
の
は
な
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で
す
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納
豆
を

代
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に
食
文
化
や
食
嗜
好
の
形
成
に
つ
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て

調
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た
結
果
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の
形
成
に
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長
い
歴
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と
気
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風
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が
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す
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こ
と
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。

海
外
の
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に
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そ

の
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を
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、
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バ
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。
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2
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眞
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　1911（明治 44）年、創立者の西澤之助は経営難に陥った帝国女子専門学校と附属日本高等

女学校の校長を辞職し、平山成信が二代目の校長に就任しました。

　1914（大正3）年に平山成信が東京市小石川区長に宛てた履歴書によると、1873（明治6）年

に博覧会事務局吏としてオーストリアのウィーンに派遣され、その後 2 年間欧州に駐在しま

した。ウィーン万国博覧会の総裁は大隈重信、副総裁は佐野常民（のちの日本赤十字社となる博愛社の創立者）で、後年に

なって平山成信が書いた回顧録『昨夢録』には、この二人の写真も掲載されています。また、外務省や大蔵省などの勤務を経

て、今の内閣官房長官に当たる内閣書記官長を二度も勤めました。

　この履歴書にはありませんが、のちの法政大学となる和仏法律学校の理事や監事を勤め、日本赤十字社の副社長（1917

～ 1920 年）、五代目社長（1920 ～ 1929 年）を歴任。また、日本初の学術団体「啓明会」（1918 年設立）理事長や私財を投じて

貧困で学校へ行けない児童のための私立学校（慈善学校）「素山学校」を1903（明治 36）年１月、東京都文京区小石川の地に

設立・開校し、その運営に当たるなどの功績もあります。

　その人柄は温厚で、教育事業に深い理解と国際的な視野をもった人であったため「学校再興のためには適任者であっ

た」と、当時の学校関係者が喜んだとの記録が残っています。

　平山成信は無給で校長職を勤め、私財を注いで学校を再建しました。

（アーカイブ室設置準備室）

二代目校長  平山成信（1854～1929年）
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学
部
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子
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ち
と
植
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た
さ
つ
ま
い
も
を
使
っ
て

食
育
活
動
を
行
い
ま
し
た

年
中
組
で
は
、
1
学
期
に
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
裏
庭
の
畑
に
植
え
た
さ
つ
ま
い
も
を
11
月

に
収
穫
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
子
ど

も
た
ち
の
食
へ
の
興
味
が
広
が
り
、
各
ク
ラ
ス

で
調
理
方
法
を
子
ど
も
た
ち
と
相
談
し
、
ス
イ

ー
ト
ポ
テ
ト
・
焼
き
芋
・
さ
つ
ま
い
も
ご
飯
作
り

を
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
作
り
を
行
っ
た
ク
ラ
ス
で

は
、
さ
つ
ま
い
も
を
洗
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、

さ
つ
ま
い
も
を
潰
し
た
り
丸
め
た
り
す
る
と
こ

ろ
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
段
々

と
さ
つ
ま
い
も
の
良
い
匂
い
が
広
が
っ
て
い
く

と
、子
ど
も
た
ち
も
「
甘
い
匂
い
が
す
る
！
」「
中

は
黄
色
っ
ぽ
い
ね
」
な
ど
感
じ
た
こ
と
を
話
し

な
が
ら
楽
し
く
調
理
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
が
出
来
上
が
る
と
「
バ
タ
ー

の
味
で
す
ご
く
美
味
し
い
！
」「
柔
ら
か
く
て
美

味
し
い
」
と
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
職
員
室
に
い
る
先
生
や
さ
つ
ま
い
も
の

苗
を
用
意
し
て
く
れ
た
先
生
に
も
、
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
作
っ
た
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
を

配
り
ま
し
た
。「
す
ご
く
美
味
し
い
ね
」
と
言
わ

れ
る
と
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
し
な
が
ら
作
り
方

を
説
明
し
た
り
、
使
っ
た
材
料
を
話
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
自
由
遊
び
の
時
間
に

は
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
の
レ
シ
ピ
本
を
作
り
、
ご

っ
こ
遊
び
に
取
り
入
れ

て
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
も
食
に
関

す
る
興
味
を
よ
り
深

め
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
や
会
話

の
中
の
つ
ぶ
や
き
を
大

切
に
拾
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
畠
山
）

大学の先生方や保護者も参観しました
王者の証

アカデミックガウンを贈呈

中
学
部
　
沖
縄
た
の
シ
ー
サ
ー

　
私
は
修
学
旅
行

を
通
し
て
沖
縄
の

海
へ
の
感
じ
方
が

変
わ
り
ま
し
た
。

最
初
は
修
学
旅
行

に
遊
び
感
覚
で
行

っ
て
い
ま
し
た

が
、
い
ざ
平
和
資

料
館
に
入
り
沖
縄

戦
に
つ
い
て
学
ぶ

と
、
自
分
が
今
い

る
所
に
本
当
に
戦

争
が
あ
っ
た
の
だ

な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ

の
学
び
を
得
た
後

に
見
る
海
は
、
綺

麗
な
の
と
は
裏
腹

に
た
く
さ
ん
の
残

酷
な
戦
い
が
積
み

重
な
っ
て
い
る
の

だ
と
考
え
る
と
、

純
粋
な
気
持
ち
で

沖
縄
の
海
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
修
学
旅
行

感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
過
ご
し
た

５
年
生
の
ス
キ
ー
学
校

１
月
８
日
〜
10
日
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
北

八
ヶ
岳
山
麓
、
標
高
1
4
0
0
ｍ
に
あ
る
ス
キ
ー

場
「
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
バ
レ
ー
小
海
」
で
５

年
生
の
ス
キ
ー
学
校
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
の
ス
キ
ー
学
校
か
ら
、
よ
り
子
ど
も
の
安
全

と
技
術
向
上
を
考
え
、
基
本
的
に
各
ス
キ
ー
チ

ー
ム
を
現
地
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
、

小
学
部
教
員
が
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
入
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
初
心
者
チ
ー
ム
は
板
、
ス
ト
ッ
ク
、

ブ
ー
ツ
と
い
っ
た
用
具
の
扱
い
か
ら
学
び
、
2
日

目
に
は
リ
フ
ト
に
乗
り
、
落
ち
着
い
て
板
を
ハ
の

字
に
開
き
、
し
っ
か
り
と
ス
ピ
ー
ド
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
斜
面
を
滑
り
降
り
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
経
験
者
チ
ー
ム
は
、
ス
キ

ー
場
の
中
で
一
番
高
い
と
こ
ろ
ま
で
リ
フ
ト
で
上

が
り
、
滑
っ
て
降
り
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
不
安
な
気
持
ち
を
乗
り
越
え
、
意
欲
的
に

練
習
に
臨
み
、
確
実
に
上
達
し
て
い
る
こ
と
が

子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
自
信
と
な
り
、
雪
山
の

美
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

元
日
か
ら
心
を
痛
め
る
出
来
事
が
続
く
中
で
、

ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
や
現
地
の
ス
キ
ー
指
導
員

の
方
た
ち
の
お
陰
で
安
全
に
、
ま
た
予
定
通
り

に
ス
キ
ー
学
校
を

実
施
で
き
た
こ
と

に
感
謝
を
し
な
が

ら
過
ご
し
、
ス
キ

ー
の
練
習
で
も
ホ

テ
ル
で
の
生
活
で

も
5
年
生
の
成
長

を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
充
実
し
た

3
日
間
と
な
り
ま

し
た
。
（
小
勝
）

は
、
学
び
と
絆
が

深
ま
っ
た
も
の
に

な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
沖
縄
に

行
く
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
今
回
の
も

の
と
重
ね
、
素
敵

な
思
い
出
を
振
り

返
り
な
が
ら
旅
を

し
た
い
で
す
。（

中
学
部
3
年
　
久
保
田
陽
愛
）

潰したさつまいもを好きな形にしました

し
た
。
ま
た
、
2
月
に
対
面
で
実
施
し
た
「
企
業

研
究
会
」
で
は
、
多
く
の
企
業
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
学
生
は
企
業
の
方
々
の
お
話
を
直
接
聞
く

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
4
年
生
お
よ
び
短
期
大
学
部
2
年
生

に
つ
い
て
、
就
職
活
動
を
続
け
る
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
就
職
支
援
課
）水牛体験 ビーチ散策沖縄平和祈念資料館

大学の先生方や保護者も参観しました エイサー鑑賞王者の証、アカデミックガウンを贈呈

きれいなトレーンを作って滑ります
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「マーガレット募金」及び「創立125周年記念事業募金」を以下のとおり実施させていただいております。ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼
申し上げます。今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之　　125周年募金委員会委員長　速水　俊裕

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

❶お振込（郵便局または銀行窓口）

❹インターネットから申込の場合

　 ❷ 郵送（現金書留）またはご持参 ❸ 自動振替での継続
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合せください。

クレジットカード決済となります。
ホームページ上の入力フォームに必要事項を入力の上、ご送信ください。 マーガレット募金

インターネット
申込入力フォーム

創立125周年記念事業募金
インターネット
申込入力フォーム

●お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課
〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1　TEL:042-747-9173　FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp

●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先
相模女子大学・相模女子大学短期大学部　大学事務部　学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

創立125周年記念事業募金

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用
させていただいております。

本学園の継続的な発展を目的とし、平成20年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」より
ご支援先を指定いただくことができ、また、「目的を指定しないご寄付」もお受け
しております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」
「幼稚部」と支援対象をより細かく指定することができます。
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同窓会だより／ご寄付のお願い

同窓会
だより

N
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　「相模女子大学短期大学部です…。」
　卒業直後の私は、この言葉に自信も誇りも持つことができず、うつ
むき加減で口にしていました。当時はバブルに向かい日本中が浮かれ
ていた時期。女子短大生の評価基準は、服装の華やかさ、合同コンパ
へのお誘いの数、ライトな勉強ぶりなどであり、相女カラーとはかけ
離れていました。
　ここで、当時の短期大学部国文科教育についてお話しさせていただ
きます。大学のようなゼミ論必須、演劇論では戯曲の創作、近代文学
は新派観劇の感想文…。他校とはかなり違いました。「相女の国文科
は、我が国において屈指の歴史を持つ」と言われている意味が解りま
した。在学中の思い出は、図書館に缶詰めになり、空き時間も惜しみ
レポートを書いていたことばかりです。友達との挨拶は「書けた?」
「まだ」。当時は、インターネットもなく、調べる手段は文献しかあり
ません。母校は古い蔵書が残っていることで有名でした。助かった反
面、量が多すぎて情報選択とその整理に苦戦しました。文学部という
と、感性の学びととらえがちですが、論理思考のトレーニングの日々。
このおかげで、社会人になり、民間企業で企画書の作成、大学院に進
み数多の論文を執筆、会社を設立して事業計画書を作成など、多様な

「書く」というハードルを越えることができました。
　バブル期初期の華やかな短大生活のお話を…と考えましたが、あり
ませんでした。他校との交流は地味なものばかり。私はいつも事務
局・企画係でした。東大釣り部と駒場祭(文化祭)でタイ焼き屋。お客
様は子供と中高年の女性ばかり。東海大とのバードウォッチングは事
務局の男子学生が素敵で期待しましたが、ボーイスカウトのボランテ
ィアも兼ねていたため、子どもたちがゾロゾロとついてきて、男女の出
会いというにはほど遠いものでした。そのうちクラスメイトからは「何
か、やってよ」が私に対する挨拶となりました。では…と、相模大野の
居酒屋ガクさんで、担任の先生も交えたクラス会を企画。病欠1名の
ほか全員参加の大盛会となりました。
　閑話休題。今、多くの高等教育が「資格取得」「即戦力」等実学に
力を注いでいますが、私が受けた相女教育は、少し違い「考え方」「教
養」に軸が置かれていました。国際的な活躍が求められ、高齢社会を
生きなくてはならない今、この二つは重要な要素であり、継承したい
です。
　「相模女子大学短期大学部の教育を受けました」
　皆様とともに胸を張って声に致したく、筆をおかせていただきます。

「相女教育」が創った思い出と、
未来を生きる自信
﨑山みゆき （昭和 58 年 短期大学部国文科卒業）

アウトドア同好会　釣り大会
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本学園は、2025 年に創立 125 周年を迎えます。
相模女子大学創立 125 周年記念事業は、「女性の活躍を支援し、地域
とともに発展する『開かれた学園』へ」というコンセプトを掲げ、「学園
キャンパス整備事業」「周年誌編纂・学園アーカイブ室設置事業」「式
典・広報事業」の三事業を実施する計画を進めております。
皆様からいただきましたご支援は、この三事業による地域の活性化と
本学園の更なる発展に有効に活用させていただきます。

マーガレット募金

提供：フォトライフ

お申込方法
（個人の場合）

地域貢献 … 2～4
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